
五条通り商店会

ハロウィーン仮装コンテスト
今年で１３回目を迎えた五条通り商店会ハ

ロウィーン仮装コンテスト。商店街に約

６００人の子どもオバケが出現し、「トリッ

ク・オア・トリート！」「お菓子くれなきゃ

イタズラするぞ！」と魔法の合言葉を言

いながら、まちを練り歩きました。
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安
定
的
・
継
続
的
な
除
雪
体
制
の
維
持

の
た
め
、
平
成
　
年
度
か
ら
市
内
の
除
雪

２６

関
係
業
者
９
社
で
構
成
さ
れ
る
「
富
良
野

維
持
管
理
協
同
組
合
」
に
よ
る
市
内
全
域

の
除
雪
体
制
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
一
部
地
区
か
ら
除
雪
担
当
ブ

ロ
ッ
ク
業
者
の
変
更
に
よ
り
、
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
後
、
さ
ら
な
る
除

雪
体
制
の
改
善
や
従
事
者
の
育
成
に
よ

り
除
雪
レ
ベ
ル
の
向
上
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。　

地
区
を
越
え
た
柔
軟
な
対
応
　

　
地
区
に
よ
っ
て
降
雪
量
に
違
い
が
あ

り
、
特
に
除
排
雪
が
必
要
な
地
域
に
は
、

組
合
内
の
相
互
協
力
に
よ
り
、
重
点
的
に

人
や
機
材
を
投
入
す
る
な
ど
、
地
区
を
越

え
て
柔
軟
に
対
応
し
ま
す
。

交
差
点
の
雪
山
解
消

　
交
差
点
に
雪
が
積
み
上
が
り
、
見
通
し

が
悪
く
な
る
前
に
小
ま
め
に
排
雪
作
業

を
行
う
な
ど
、
除
雪
レ
ベ
ル
の
向
上
を

鞄市道に関する問い合わせ
富良野市役所都市施設課　 

　　　拶３９‐２３１３

鞄国道・道道に関する情報
北海道地区道路情報 

 http://info-road.hdb.hkd.mlit.go.jp/

鰹問 (財)日本道路交通情報センター　
旭川方面情報拶０５０‐３３６９‐６６52

鞄国道に関する問い合わせ
旭川開発建設部富良野道路事務所

拶２３‐３１７１

鞄道道に関する問い合わせ
上川総合振興局旭川建設管理部

富良野出張所

拶２３‐２１６８

図
っ
て
い
ま
す
。

ノ
ウ
ハ
ウ
を
そ
の
ま
ま
に

　
基
本
的
に
は
、
各
業
者
が
こ
れ
ま
で
担

当
し
て
き
た
地
域
を
継
続
し
て
担
当
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
地
域
の
特
性
を

知
っ
て
い
る
方
が
除
雪
を
行
い
ま
す
。

除
排
雪
費
用
を
節
減

　
交
差
点
な
ど
小
ま
め
な
除
雪
に
よ
り
、

大
が
か
り
な
排
雪
作
業
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
除
排
雪
費
用
を
節
減
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
「
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

　
安
全
、
迅
速
、
効
果
的
な
除
排
雪
作
業

が
で
き
る
よ
う
に
、
次
の
こ
と
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

鞄
歩
道
や
車
道
に
物
を
置
か
な
い
で

　
歩
道
や
車
道
に
看
板
、
旗
石
、
車
の
上

が
り
板
な
ど
を
置
い
た
ま
ま
に
し
て
お

く
と
除
排
雪
作
業
の
障
害
に
な
り
ま
す
。

鞄
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
路
上
駐
車
を
す
る
と
、
除
雪
作
業
の
支

障
と
な
っ
て
、
除
雪
で
き
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
、
地
域
の
み
な
さ
ん
へ
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
車
に

傷
を
つ
け
て
し
ま
う
危
険
も
あ
り
ま
す

の
で
、
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

鞄
玄
関
前
に
残
っ
た
雪
処
理
に
ご
協
力
を

　
市
で
は
、
道
路
上
の
雪
を
左
右
に
か
き

分
け
る
方
法
で
除
雪
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
家
庭
の
玄
関
前
や
車
庫
前
に
つ
い
て

は
、
間
口
処
理
を
実
施
し
て
作
業
を
進
め

ま
す
が
、
残
さ
れ
た
雪
が
あ
っ
た
場
合
に

は
道
路
に
出
さ
な
い
よ
う
各
家
庭
で
雪

処
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
道
路
に
雪
を

出
し
て
し
ま
う
と
道
幅
が
狭
く
な
っ
た

り
、
で
こ
ぼ
こ
に
な
っ
た
り
し
て
、
交
通

事
故
や
渋
滞
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

鞄
除
排
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
で

　
走
行
中
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
作
業
中

も
危
険
で
す
の
で
、
除
排
雪
車
に
は
絶
対

に
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

鞄
自
宅
な
ど
の
敷
地
内
の
雪
は
各
家
庭

で
処
理
を

　
歩
道
や
道
路
に
出
さ
ず
、
敷
地
内
で
処

理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

鞄
屋
根
の
雪
・
つ
ら
ら
の
撤
去
に
ご
協
力
を

　
屋
根
の
雪
な
ど
が
歩
道
上
に
落
下
し

た
際
に
、
人
命
に
関
わ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
日
ご
ろ
か
ら
、
雪
下
ろ
し
な
ど
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

鞄
資
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
前
の
除
雪

に
ご
協
力
を

　
除
雪
後
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
前
に
は
車

道
の
雪
が
一
部
堆
積
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

雪
処
理
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

除
雪
に

除
雪
に
　
　
   

ご
協
力
を

  ご
協
力
を
！！
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＊
除
雪
豆
知
識

＊
除
雪
の
出
動
基
準
は
？

　
市
と
業
者
が
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
降
雪
の

状
況
を
見
て
、
出
動
の
判
断
を
行
っ
て
い

ま
す
。

虚
ほ
ぼ
連
続
し
た
降
雪
が
あ
り
、
新
た
な

積
雪
が
　
㎝
に
達
し
た
と
き

１０

許
わ
だ
ち
や
暖
気
・
降
雨
、
吹
き
溜
ま
り

に
よ
り
路
面
状
態
が
悪
化
し
た
り
、
予
想

さ
れ
る
と
き
に
出
動
し
ま
す
が
、
午
後
９

時
か
ら
翌
日
午
前
３
時
ま
で
の
夜
間
の

作
業
は
行
い
ま
せ
ん
。

＊
除
雪
す
る
時
間
は
？

　
主
要
な
道
路
と
歩
道
は
、
通
勤
通
学
に

支
障
の
な
い
よ
う
に
原
則
と
し
て
午
前

７
時
　
分
ま
で
に
通
行
可
能
な
状
態
を

３０

確
保
し
、
そ
の
他
の
生
活
路
線
は
午
前
９

時
ま
で
に
除
雪
作
業
が
終
了
で
き
る
よ

う
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
長

時
間
の
降
雪
が
続
く
天
候
の
と
き
に
は

優
先
道
路
を
反
復
し
て
除
雪
す
る
た
め
、

生
活
路
線
の
全
部
を
終
了
す
る
ま
で
に

時
間
が
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

虚
１
種
路
線
【
１
１
９
路
線
１
９
９
・
０
㎞
】

　
市
街
地
区
及
び
公
共
施
設
に
通
じ
る

路
線
を
主
体
に
積
雪
状
態
な
ど
を
常
に

把
握
し
、
交
通
に
支
障
が
あ
る
場
合
は
直

ち
に
除
雪
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
２
次

除
雪
も
行
い
ま
す
。

許
２
種
路
線
【
４
１
８
路
線
１
7
0
・
１
㎞
】

　
集
落
を
結
ぶ
路
線
及
び
市
街
地
内
の

路
線
を
主
体
に
、
１
種
路
線
の
終
了
後
に

除
雪
を
行
い
ま
す
。

距
３
種
路
線
【
１
５
１
路
線
　
・
３
㎞
】

４２

　
虚
許
以
外
の
路
線
で
、
初
期
の
降
雪
時

や
降
雪
が
比
較
的
少
な
い
と
き
に
、
２
種

路
線
と
同
じ
く
開
通
さ
せ
ま
す
。

鋸
指
定
外
の
路
線
　
農
作
業
の
準
備
な

ど
に
使
用
す
る
除
雪
指
定
外
の
市
道
は
、

融
雪
前
に
雪
割
除
雪
を
行
い
ま
す
。

＊
排
雪
は
い
つ
す
る
の
？

　
排
雪
作
業
と
は
、
除
雪
や
路
面
整
正
な

ど
に
よ
り
、
堆
積
さ
れ
た
雪
で
せ
ま
く

な
っ
た
道
路
幅
を
確
保
す
る
も
の
で
す
。

市役所の人に聞いてみよう！

　
排
雪
作
業
は
、
年
間
２
、
３
回
を
予
定

し
て
い
ま
す
が
、
積
雪
状
態
に
よ
っ
て
変

更
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
な
お
、
公

共
の
雪
捨
て
場
と
し
て
、
「
富
良
野
大
橋

雪
堆
積
場
」「
五
条
大
橋
雪
堆
積
場
」「
山

部
雪
堆
積
場
」
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

＊
要
望
・
苦
情
は
ど
こ
に
？

　
除
排
雪
に
関
す
る
要
望
や
苦
情
は
、
原

則
と
し
て
町
内
会
長
を
通
じ
て
、
市
に
連

絡
く
だ
さ
い
。
市
道
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
は
、
都
市
施
設
課
ま
で
。

鰹問 
都
市
施
設
課
　
拶
３
９
‐
２
３
１
３

＊
玄
関
前
の
除
雪
が
困
難
な
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い

　
高
齢
（
　
歳
以
上
）
や
障
が
い
な
ど
に

６５

よ
り
、
除
雪
が
困
難
な
ひ
と
り
暮
ら
し
の

方
に
対
し
て
、
地
域
の
中
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
、
玄
関
前
な
ど
の
避
難
通

路
の
確
保
を
目
的
に
除
雪
ヘ
ル
パ
ー
を

派
遣
し
ま
す
。

派
遣
基
準
　
降
雪
　
㎝
以
上

１５

除
雪
範
囲
　
住
居
の
出
入
り
口
（
屋
根
の

雪
下
ろ
し
な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
）

利
用
料
金
　
年
額
２
０
０
０
円
程
度

問
合
せ
／
申
し
込
み

鰹問 
福
祉
支
援
課
　
拶
３
９
‐
２
２
１
１

大型車(6ｔ)以上専用 山部地区市民専用

山部雪堆積場富良野大橋雪堆積場 ５条大橋雪堆積場

小型・中型車（4ｔ）
以下専用
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月

３３
日
～

９９
日
は

「「
障
害
者
週
間

障
害
者
週
間
」」

１２

住住
みみ
慣慣
れれ
たた
地地
域域
でで

暮暮
らら
せせ
るる
社社
会会
をを

ご
存
じ
で
す
か
？
　
　
　

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」

　
障
が
い
の
有
無
に
よ
っ
て
分

け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相

互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合

い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実

現
を
目
的
と
し
て
、「
障
害
を
理

由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進

に
関
す
る
法
律
（
障
害
者
差
別

解
消
法
）」
が
平
成
　
年
６
月
に

２５

制
定
さ
れ
、
平
成
　
年
４
月
１

２８

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
法
律
の
施
行
に
よ
り
、

国
や
道
、
市
町
村
な
ど
の
行
政

機
関
を
は
じ
め
、
会
社
や
お
店

な
ど
の
民
間
事
業
者
が
、
障
が

い
の
あ
る
方
（
障
害
者
基
本
法

に
定
め
ら
れ
た
障
が
い
の
あ
る

方
す
べ
て
に
及
び
、
障
害
者
手

帳
を
持
っ
て
い
な
い
方
を
含

む
）
へ
の
「
不
当
な
差
別
的
取

り
扱
い
」
と
「
合
理
的
配
慮
の

不
提
供
」
が
禁
止
さ
れ
、
正
当

な
理
由
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
拒
否
や
、
制
限
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

　
国
や
道
、
市
町
村
な
ど
の
行

政
機
関
は
、
法
的
な
義
務
が
生

じ
る
一
方
、
民
間
事
業
者
は
努

力
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
障

が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
を
解

消
す
る
こ
と
は
、
社
会
全
体
の

責
務
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
こ

の
法
律
を
理
解
し
、
誰
も
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
社

会
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
っ
て
？

　
正
当
な
理
由
も
な
く
、
障
が

い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
提
供
を
拒
否
し
た

り
、
制
限
し
た
り
す
る
こ
と
。

【
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
の
例
】

虚
障
が
い
が
あ
る
か
ら
と
い
っ

て
ア
パ
ー
ト
の
入
居
を
断
る

許
車
椅
子
だ
か
ら
お
店
の
中
に

入
れ
な
い
な
ど

合
理
的
配
慮
の
不
提
供
っ
て
？

　
障
が
い
の
あ
る
方
か
ら
何
ら

か
の
配
慮
を
求
め
ら
れ
た
場
合

に
、
負
担
に
な
り
過
ぎ
な
い
範

囲
で
社
会
的
障
壁
を
取
り
除
く

た
め
に
必
要
で
合
理
的
な
配
慮

を
行
わ
な
い
こ
と
。

【
合
理
的
配
慮
の
例
】

虚
車
椅
子
の
人
が
乗
り
物
に
乗

る
と
き
に
手
助
け

許
障
が
い
特
性
に
応
じ
た
手
段

（
筆
談
や
読
み
上
げ
な
ど
）
の
対
応

距
難
し
い
漢
字
に
ふ
り
が
な
を

つ
け
る
な
ど

制
度
利
用
の
パ
ス
ポ
ー
ト

虚
身
体
障
害
者
手
帳

対
象
者
　
視
覚
、
聴
覚
、
音
声
・

言
語
・
そ
し
ゃ
く
機
能
、
平
衡

機
能
、
肢
体
、
内
部
機
能
（
心
臓
・

じ
ん
臓
・
肝
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ

う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
・
免
疫
）

に
障
が
い
の
あ
る
方

許
療
育
手
帳

対
象
者
　
児
童
相
談
所
、
心
身

障
害
者
総
合
相
談
所
で
知
的
障

が
い
で
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
方

距
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

対
象
者
　
精
神
疾
患
が
あ
る
方

の
う
ち
、
精
神
障
が
い
の
た
め

長
期
に
わ
た
り
、
日
常
生
活
ま

た
は
社
会
生
活
へ
の
制
約
が
あ
る
方

障
が
い
者
を
支
え
る
制
度
な
ど

虚
重
度
心
身
障
害
者
　
　
　
　

　
　
　
　
　
医
療
費
助
成
制
度

　
資
格
の
認
定
と
受
給
資
格
者

証
の
交
付
を
受
け
た
上
で
、
各

種
健
康
保
険
で
認
め
ら
れ
た
医

療
を
受
け
た
場
合
の
自
己
負
担

額
（
通
院
、
入
院
（
精
神
障
が

い
者
は
通
院
の
み
））
に
つ
い
て

助
成
し
ま
す
。

対
象
者
　

陰
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た

は
２
級
の
方

隠
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
で
、

そ
の
障
が
い
が
心
臓
、
じ
ん
臓
、

呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、

小
腸
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
、
肝
臓
の
機
能
障
害
の
方

韻
重
度
の
知
的
障
が
い
の
方

吋
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
方

　
　
月
３
日
か
ら
９
日
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
福
祉
に
関
す
る
理
解
を

１２
深
め
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
を

促
進
す
る
た
め
、
法
律
で
「
障
害
者
週
間
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
平
成
　
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」

２８

や
制
度
、
マ
ー
ク
を
紹
介
し
ま
す
。
　

鰹問 
福
祉
支
援
課
　
拶
３
９
‐
２
２
１
１
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右
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
の
方

※
所
得
制
限
で
助
成
を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
　
歳
以
上
の
方
は
、
後
期
高

６５
齢
者
医
療
保
険
の
障
が
い
認
定

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
保
健
医
療
課
医
療
国
保
係

拶
３
９
‐
２
３
１
０
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

許
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
心
身
に
重
度
の
障
が
い
が
あ

る
満
　
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

２０

し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
対
象
者
が
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所

し
た
と
き

◆
障
が
い
を
理
由
と
す
る
公
的

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

と
き

◆
国
内
に
住
ん
で
い
な
い
と
き

◆
養
育
し
て
い
る
人
の
所
得
が

基
準
を
超
え
て
い
る
と
き

距
特
別
障
害
者
・
障
害
児
福
祉
手
当

　
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
在
宅

者
で
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常

に
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る

方
に
対
し
、
所
得
保
障
の
一
環

と
し
て
、
自
立
と
生
活
の
基
盤

を
確
立
す
る
た
め
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
が

一
定
の
額
を
超
え
る
場
合
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

鋸
補
装
具
費
の
支
給

　
事
前
の
申
請
に
よ
り
必
要
と

認
め
ら
れ
る
と
、
車
い
す
や
義

肢
、
補
聴
器
な
ど
、
対
象
と
な

る
補
装
具
の
購
入
や
修
理
に
か

か
る
費
用
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

原
則
と
し
て
、
１
割
が
自
己
負

担
で
、
所
得

に
応
じ
て
一

定
の
負
担
上

限
が
あ
り
ま

す
。

ご存じですか？障がい者に関するマーク

虚障がい者のための国際シンボルマーク
　障がい者が利用できる建物、施設
であることを明確に表すための世界
共通のシンボルマークです。駐車場
などでマークを見かけたら、障がい
のある方に配慮しましょう。

　
許身体障がい者標識
　肢体不自由のため免許に条件が付
いている方が運転していることを表
します。危険防止のためやむを得な
い場合を除き、このマークの車両へ
の幅寄せや割り込みはやめましょう。

距聴覚障がいマーク
　聴覚障がいのため免許に条件が付
いている方が運転していることを表
します。このマークの付いた車両の
運転手はクラクションが聞こえにく
いことがあります。

鋸耳マーク
　聞こえが不自由なことを表す、国
内のマークです。聴覚障がいのある
方は、見た目ではわかりずらく、こ
のマークを提示されたらコミュニ
ケーションの方法に配慮しましょう。

漁盲人のための国際シンボルマーク
　世界盲人会連合で制定された盲人
のための世界共通マークです。視覚
障がい者の安全やバリアフリーに考
慮された施設や信号機などの設備に
付けられています。

禦ほじょ犬マーク
　身体障がい者補助犬（盲導犬・介
助犬・聴導犬など）同伴を啓発する
マークです。このマークの付いた施
設には補助犬が同伴できますが、補
助犬へのいたずらはやめましょう。

魚ハート・プラスマーク
　心臓、呼吸機能、じん臓など、身
体内部に障がいがある方を表すマー
クです。電車などの優先席に座りた
い、近辺での携帯電話使用を控えて
ほしいなどを希望していることがあ
ります。

亨オストメイトマーク
　人工肛門、人工ぼうこうを造設し
ている方（オストメイト）のための
設備があることを表すマークです。

漁
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど

　
介
護
給
付
（
自
宅
で
の
入
浴
・

排
せ
つ
・
食
事
の
介
助
な
ど
）、

訓
練
等
給
付
（
身
体
機
能
・
生

活
能
力
向
上
の
た
め
の
訓
練
、

働
く
場
の
提
供
）、
そ
の
他
（
屋

外
で
の
移
動
が
困
難
な
方
へ
の

ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
、
施
設
内
で

の
活
動
の
場
の
提
供
）
が
あ
り

ま
す
。

※
こ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ

ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、
く
わ
し

く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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許家庭でテレビやゲーム・インターネットに充てる時間
　家で、１時間以上の視聴時間の児童生徒が８０％を超える。また、１時間以上テレビゲー
ムをしている児童生徒が６０％以上であることから、過半数の児童生徒が家庭で過ごす時
間の２時間以上をテレビやゲームに充てていることになる。さらに、１時間以上メール
やネットをする児童が前年比１０.５ポイント上昇し、家庭におけるネットなどの利用につい
て検討していかなければならない。

生活習慣や学習環境などに関する質問紙調査結果（抜粋）
虚学習習慣
　各校が家庭学習の取り組みを推進してきたことで、宿題や復習に取り組むようになっ
てきている状況が見られる。しかし、勉強時間は今年度も全国平均と比べて低く、２時
間以上勉強している割合となると全国に比べて半分近くである。学年に応じた学習時間
を確保するため、家での過ごし方の見直しを含めた家庭の協力が求められます。

距学校での授業について　
　課題解決的な指導過程を通して主体的な学びを培う授業の成果や演劇教育・少年の主
張・子ども未来づくりフォーラム・新聞コンクールなどの取り組みを通して、大勢の前
で表現する活動への地道な取り組みの成果が、児童生徒の回答に現れている。

教科に関する調査結果
【小学校】　国語・算数・理科のすべての科目で全国平均正答率を上回り、特に、国語Ｂ
に関する問題において高い正答率となっています。

【中学校】　理科で高い正答率となり全国平均正答率を上回りました。国語Ａは全国平均
正答率と同等、国語Ｂは全国平均正答率と同値でした。数学Ａは、全国平均正答率を上
回り、数学Ｂは、全国平均正答率と同等でした。
※全国平均正答率との差が３ポイント以内の平均正答率を「同等」としています。

平
成
　
年
度
　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果

２７

指
導
の
成
果
に
確
か
な
手
応
え

小
学
校
は
全
教
科
で
全
国
平
均
以
上
、

中
学
校
で
も
同
等
も
し
く
は
全
国
平
均
以
上

富良野市 北海道 全国凡例：                                              （単位：％）

　

教
育
委
員
会
で
は
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
（
く
わ
し
く
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
を
踏
ま
え
、
学
力
向
上
の
取
り

組
み
を
、「
第
２
次
富
良
野
市
学
校
教
育
中
期
計
画
（
平
成
　
年
度
～
平
成

25

　
年
度
）」
及
び
「
富
良
野
市
Z
E
R
O
運
動
」
を
基
軸
と
し
、
充
実
し
た

29教
育
活
動
が
展
開
で
き
る
よ
う
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
児
童
生
徒
は
、
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
と
計
画
的
な
家
庭
学
習
（
宿
題
・

予
習
・
復
習
）
に
小
学
校
６
年
生
は
毎
日
　
分
以
上
、
中
学
３
年
生
で
は

70

毎
日
1
0
0
分
以
上
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰹問 
学
校
教
育
課
　
拶
３
９
‐
２
３
２
０

調調査の概査の概要要 
【【調査目的調査目的】】
虚虚全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証証
し、その改善を図ります　し、その改善を図ります。。

許許学校における児童生徒へ学校における児童生徒へのの教育指導の充実や学習状況の改善などに役立てます教育指導の充実や学習状況の改善などに役立てます。。

距距以上の取り組みを通以上の取り組みを通じじて、教育に関する継続的なて、教育に関する継続的な検検証改善サイクルを確立しま証改善サイクルを確立しますす。。

【調査対象】【調査対象】　小学６年、中学３小学６年、中学３年年

【調査内容【調査内容】】
虚虚教科に関する調査 (国語、算数・数学、理科教科に関する調査　(国語、算数・数学、理科))
主に「知識（以下「Ａ」と標記）」・「活用（以下「Ｂ」と標記」に関する問　主に「知識（以下「Ａ」と標記）」・「活用（以下「Ｂ」と標記」に関する問題題

許許生活習慣や学習環境な生活習慣や学習環境などどに関する質問紙調査に関する質問紙調査
児童生徒に対する調査・学校に対する調　児童生徒に対する調査・学校に対する調査査

  小学校           中学校

普段１時間以上勉強をしますか 家で学校の宿題をしていますか

  小学校           中学校   小学校           中学校

家で学校の授業の復習をして
いますか

  小学校           中学校

普段１時間以上携帯などメール
やインターネットをしますか

  小学校           中学校

普段１時間以上テレビゲーム
をしますか

  小学校           中学校

普段１時間以上テレビや
ＤＶＤを見ていますか

自分の考えを発表する機会が与え
られていたと思いますか

  小学校           中学校

学級の友達との間で話し合う活動
をよく行っていたと思いますか

  小学校           中学校

課題を立て、情報を集め、話し合い
ながら整理して発言する学習活動

  小学校           中学校

93.1
84.7   85.9 85.8   83.7   85.2 83.6

74.3
78.2 77.9

71.3 74.2 72.8
62.6   65.7

25.1   21.0  
16.9

52.4   51.4
47.6

68.2
62.8

54.6
62.9  62.4

57.8

87.4   86.1  86.2   

50.0
54.5

62.1 59.5
63.0 69.0

97.2   95.0  96.8 96.1
90.3   89.3

 66.5 64.1
54.5

 63.9
57.5

52.0

84.5 83.1   83.3

84.6  85.4  86.7
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　凡例： 　あまり食べない　　　毎朝食べる

　生活習慣と学力との相関（関わり）について
は、毎朝しっかり朝食を食べ、決まった時刻に
眠り、ゲームやスマートフォンはせず、親子で
よく会話し、計画的に学習に取り組み、適切な
家庭での学習時間を確保し、宿題や復習をこな
している児童生徒の方が、そうでない児童生徒
よりも明らかに全国平均正答率との差が少ない
か、全国平均正答率を上回っていることがわか
ります。

各教科の領域別の状況（抜粋）

【小学校】　

国語Ａ　「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこ
と」の領域で全国平均正答率を上回る正答率となって
います。

国語Ｂ　「書くこと」「読むこと」の領域で全国平均正

答率を上回っています。

算数Ａ　「数量関係」の領域を除く領域で全国平均正答
率を上回っています。

算数Ｂ　「数量関係」の領域を除く領域で全国平均正答
率を上回っています。

理　科　「物質」「生命」の領域で全国平均正答率を上
回り、「地球」の領域は全国平均正答率と同値でした。
特に「物質」の領域で高い正答率となっています。

【中学校】

国語Ａ　「知識」に関する問題を構成する「伝統的な言
語文化と国語の特質に関する事項」で全国平均正答率
を上回り、「話すこと・聞くこと」の領域で全国平均正
答率と同値でしたが、「書くこと」「読むこと」の領域
で全国平均正答率を下回っています。

国語Ｂ　「活用」に関する問題を構成する「話すこと・
聞くこと」「書くこと」の領域で全国平均正答率を上
回っていますが、「読むこと」の領域で全国平均正答率
と同値の正答率となっています。

数学Ａ　「知識」に関する問題を構成する「数と式」
「図形」の領域で全国平均正答率を下回るものの、「関
数」「資料の活用」の領域で全国平均正答率を上回って
います。
数学Ｂ　「活用」に関する問題を構成する「資料の活用」
の領域で全国平均正答率を上回るものの、「数と式」「図
形」「関数」の領域では全国平均正答率を下回っています。
理　科　すべての領域で全国平均正答率を上回ってお
り、特に「物理的領域」「地学的領域」で高い正答率と
なっています。

【小学校】　
国語Ａ（話すこと・聞くこと）

国語Ａ（書くこと）

 国語Ａ（読むこと）

国語Ａ（伝統的な言語文化と
　国語の特質に関する事項）

国語Ｂ（書くこと）

 国語Ｂ（読むこと）

 算数Ａ（数と計算）

 算数Ａ（量と測定）

算数Ａ（図形）算数Ｂ（数と計算）
算数Ａ（数量関係）

算数Ｂ（量と測定）

算数Ｂ（図形）

算数Ｂ（数量関係）

理科（物質）

理科（エネルギー）

理科（生命）

理科（地球）

国語Ａ

国語Ｂ

算数Ａ

算数Ｂ

理　科

毎日朝食を食べている　

テレビゲームなどにあてる時間　

数学Ａ（関数）

【中学校】　

数学Ａ（図形）

数学Ａ（数と式）

国語Ｂ（読むこと）

国語Ｂ（書くこと）

国語Ｂ（話すこと・聞くこと）

国語Ａ（伝統的な言語文化と
　国語の特質に関する事項）

国語Ａ（読むこと）理科（生物的領域）

理科（化学的領域）

理科（物理的領域）

数学Ｂ（資料の活用）

数学Ｂ（関数）

数学Ｂ（図形）

数学Ｂ（数と式）

数学Ａ（資料の活用）　

国語Ａ（話すこと・聞くこと）

理科（地学的領域） 国語Ａ（書くこと）

全国を１００とした場合の全道及び本市の状況をレーダーチャートで示したもの
（数値は、「それぞれ平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×１００」で算出）

家で、計画を立てて勉強している

グラフが示す値は、児童質問紙調査項目の右
記に示す選択肢に「当てはまる」と回答した
本市児童生徒のそれぞれの項目について、教
科に関する調査の平均正答率と全国平均正
答率との差を求めたものです。

-10.5　　 -7　  　-3.5　　  0　　　3.5　　   7　　 10.5　　 14

-9       -6.75    -4.5      -2.25     0       2.25      4.5      6.75-14     -10.5      -7       -3.5        0        3.5       7       10.5      14

-18          -13.5         -9           -4.5          0 4.5 9 3.5-14         -10.5         -7           -3.5          0

 　　　　　   小学校      　　　　　　　　　　　　　　　      中学校

 　　　　　   小学校      　　　　　　　　　　　　　　　      中学校

　　　　　　   小学校      　　　　　　　　　　　　　　　      中学校

　凡例： 　４時間以上　　　　　全くしない

　凡例： 　あまりしていない　　している

国語Ａ

国語Ｂ

算数Ａ

算数Ｂ

理　科

国語Ａ

国語Ｂ

算数Ａ

算数Ｂ

理　科

国語Ａ

国語Ｂ

算数Ａ

算数Ｂ

理　科

国語Ａ

国語Ｂ

算数Ａ

算数Ｂ

理　科

国語Ａ

国語Ｂ

算数Ａ

算数Ｂ

理　科

生活習慣と学力との相関（抜粋）

-7      -5.25     -3.5     -1.75  　 0       1.75      3.5     5.25  
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マイナンバー

個人番号カードの申請を！
通知カードが届いていない方は
　１１月９日から配達を開始していましたが、１２月に入っても宛先不

明、郵便局での保管期間（７日間）経過などにより、返戻となった

通知カードは、市役所市民年金係（１番窓口）で保管しています。

※転送サービス利用の方も今回「転送不要」となり、転送されません。

カードの保管は３カ月間

　返戻された通知カードは３カ月間保管します。この間に本人（同

じ世帯の方でも可）、または本人が受け取れない場合は代理人の方

が受け取ってください。

　なお、受け取りの際は本人確認書類（運転免許証など顔写真付は

１点、健康保険の被保険者証、年金証書などは２点）の提示が必要

となります。

　また、代理人の方が受け取る場合は次の書類を提示してください。

虚本人（受領する通知カードに記載されている方）の本人確認書類

許代理人の本人確認書類の提示

距代理人の代理権を証する書類（委任状他）

※詳しくはお問い合わせください。

通知カードが届いた方は
　今後、税や社会保障などの手続きの際に、通知カードの提示、書

類にマイナンバーの記入が必要となりますので、大切に保管してく

ださい。なお、マイナンバーは、むやみに他人に教えないでくださ

い。マイナンバーの利用目的は限定されており、目的外の情報の収

集は禁止されています。

　また、引越しによる市内転居、転入の際は通知カードの裏面に新

しい住所を記載しますので、世帯全員の通知カードを市役所１番窓

口に持参してください。

問い合わせ　市民環境課市民年金係拶３９-２３０１

通知カードは届き
ましたか？

　個人番号カードは、プラスチック製のICチップ付きカード

で表面に氏名、住所、生年月日、性別、マイナンバー　（個

人番号）と本人の顔写真などが表示されます。

　また、本人確認のための身分証明書として運転免許証と同

様に利用できます。

ICチップ　 ICチップを搭載し、e-Taxなどの電子証明書を利

　　　　　用した電子申請など、さまざまなサービスにも利
　　　　　用できます。

交付時期　平成28年１月以降順次開始となります。

有効期間　発行日から１０回目の誕生日まで、20歳未満の方
　　　　　は５回目の誕生日までです。

交付料金　初回の交付は無料です。ただし、紛失などによる
　　　　　再交付は有料（800円）となります。

個人番号カードって何？

１１月９日から簡易書留で配達し
ている通知カードと個人番号
カード交付申請書

▲カードは運転免許証と同じ大きさ

（表）

（裏）

珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
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個人番号カードの申請方法　　
　通知カードに同封されている『案内書』にくわしく記

載されていますので、申請される方は一読の上、氏名な

どを記入してください。なお、申請は任意です。

鞄最初に通知カードと申請書を切り離してください。
　申請方法は、同封の申請書（左の用紙）に必要事項を

記入し郵送してください。また、スマートフォンホやパ

ソコンでも申請することができます。

郵便申請の場合

【表面】

繋記載の氏名、住所を確認ください。
※引っ越しなどにより異なる場合は使え
ませんので市役所にご連絡ください。

罫電話番号を記入ください。

※表面には、スマートフォン申請のためのＱＲコードが

記載されています。

【裏面】

繋申請日、申請者氏名を記入し押印してください。

罫次の大きさの顔写真を貼付してください。
　パスポート申請用写真と同規格（縦4.5cm×横3.5cm）
最近６カ月以内に撮影。正面、無帽、無背景のもの）
※次の写真は貼付しないでください。
　顔が横向き、無背景でないもの、背景に影がある、ピ
ンボケや手振れで不鮮明、帽子・サングラスをかけ人物
を特定できないものなど。

茎電子証明書（２種類）の発行を希望しない場合は、□
を黒く塗りつぶす。
※電子証明書とは、e-Taxなどの電子申請やマイナポー
タルへのログインなどのサービスを提供するものです。

荊１５歳未満や成年被後見人の方が申請する場合、法定代

理人の方が、「代理人記入欄」に記入してください。

スマートフォンの場合

繋スマートフォンで顔写真撮影（※後でも

撮影可）。

罫申請書の「ＱＲコード」を読み取り、申請用WEBサイ
トにアクセスしメールアドレス登録。

茎登録したメールアドレス宛に通知される申請者用の
申請WEBサイトにアクセスし、必要事項入力後に顔写真
を添付して送信。

パソコンの場合

繋デジカメなどで顔写真撮影しパソコンに保存。

罫申請用WEBサイトにアクセスしメールアドレス登録。

茎登録したメールアドレス宛に通知される申

請者用の申請WEBサイトにアクセスし、必要
事項入力後に顔写真を添付して送信。

通知カードや個人番号カードに交付申請に関する問い合わせ
マイナンバー総合フリーダイヤル 拶0120‐95‐0178（無料）

珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊

平成２８年１月から個人番号カードの交付開始（申請時期により時間がかかる場合があります）
　申請された方は、「交付通知書（はがき）」を市役所から申請者に郵送します（※交付の際の詳細は交付

通知書に記載）。「交付通知書（はがき）」及び本人確認書類などの書類を市役所１番窓口（山部・東山は各

支所）にお持ちください。本人確認及び暗証番号の入力など行い、個人番号カードを交付します。　
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※歳入「その他」の内訳

3億    ５７７万円◆地方消費税交付金

1億 ９,５８０万円◆地方譲与税

1億 7,０９５万円◆使用料及び手数料

1億 2,４０１万円◆分担金及び負担金

6,０８０万円◆財産収入

3億 ７,４２６万円◆その他

12億 ３,１５９万円　　　　　　　合計

地方交付地方交付税税
5500億億1,941,9466万円万円
(34.　(34.55％％))

市市税税
2255億億4,984,9866万円万円
(17.　(17.55％％))

国庫支出国庫支出金金
22２２億億7,187,1877万円万円
(15.　(15.66％％))

市市債債
2222億億１１,,131344万円万円
(15.　(15.22％％))

道支出道支出金金
88億億4,384,3822万円万円
(5.　(5.88％％))

諸収諸収入入
11億億3,023,0288万円万円
(0.　(0.99％％))

繰入繰入金金
2億2億88,,747444万円万円
(２.　(２.００％％))

一般会計
　一般会計の当初予算額は１０８億２,５00万円でしたが、必要な事業

の追加などにより歳入歳出にそれぞれ２３億５,６９５万円の増額補正

が行われ、平成2５年度からの繰越明許費１５億２,０７３万円を合わせ

予算現額は１４７億２６８万円になりました。決算額では歳入総額１４５

億４,５６６万円、歳出総額１４３億２,３０５万円で、その差引額から翌年度

へ繰越すべき財源５,００２万円を控除した実質収支額は、１億７,２５９

万円で黒字決算となりました。

主な事業と費用

1億４,５５５万円扇緑町本通道路改良舗装事業3,１８８万円樹海小学校耐震改修事業

３,８７１万円市道橋長寿命化事業8億４,７７１万円東小学校校舎・屋内運動場改築事業

1億６,３９９万円公営住宅建設事業11億     ９５万円認可保育所再編事業

1億５,０６５万円中山間地域等直接支払事業6億２,6３７万円自立支援給付事業

４,６４４万円強い農業づくり事業８,７００万円臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金給付事業

５,１７０万円農地・水保全管理支払事業７,７３０万円一般廃棄物（ごみ）処理施設及び広域分担処理事業

3億２,５２４万円市街地再開発事業５,５７８万円西８条２道路改良舗装事業

６,1８0万円地籍調査事業５,３２１万円東３条道路改良舗装事業

土木土木費費
11７７億億2,132,1366万円万円
(12.　(12.00％％))

公債公債費費
1111億億1,291,2977万円万円
(7.　(7.88％％))

衛生衛生費費
77億億33,45,4588万円万円
(5.　(5.11％％))

農林業農林業費費
66億億5,455,4522万円万円
(4.　(4.66％％))

商工商工費費
55億億99,,414133万円万円
(4.　(4.11％％))

労働労働費費
3,483,4877万円万円(0.3(0.3％％))

決決 
平 成 ２６ 年平 成 ２６ 年 度度

と 財 政 状と 財 政 状 況況

成
　
年
度
の
各
会
計
決

２６
算
及
び
決
算
に
も
と
づ

く
「
健
全
化
判
断
比
率
等
」
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
本
年
度
は
「
第
５
次
富
良
野

市
総
合
計
画
」
の
４
年
目
と
し

て
、
計
画
の
目
標
達
成
に
向
け
、

事
業
の
選
択
と
財
源
の
重
点

的
・
効
果
的
な
配
分
に
努
め
事

業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
決
算

は
９
月
議
会
に
報
告
し
、
決
算

審
査
特
別
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
、

委
員
会
審
議
の
後
、　

月
議
会

１２

で
そ
の
認
否
が
決
め
ら
れ
ま
す
。

平

※その※その他他
11２２億億33,,151599万円万円
(８.　(８.５５％％))

入歳出歳 141455億億4,564,5666万円万円141433億億2,302,3055万円万円

算算 

議会議会費費
11億億8,258,2522万円万円
(1.　(1.33％％))

教育教育費費
1199億億3,363,3677万円万円
(13.　(13.55％％))

総務総務費費
2255億億3,733,7388万円万円
(17.　(17.77％％))

民生民生費費
4488億億1,701,7055万円万円
(33.　(33.66％％))
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差引収支歳　出歳　入会　　計

６,４２９万円２８億７,２２３万円２９億３,６５２万円国民健康保険

１,８１６万円１９億４,０７６万円１９億５,８９２万円介護保険

１０９万円2億９,６４７万円2億９,７５６万円後期高齢者医療

５７８万円２,７７７万円３,３５５万円公設市場事業

２,３０３万円7億５,３２９万円7億7,６３２万円下水道事業

２０７万円1億   ９１９万円1億１,１２６万円簡易水道事業

補てん額支　出収　入会　　計

4億5,088万円4億9,447万円収益的収支水道

事業 1億7,864万円2億9,124万円1億1,260万円資本的収支

3億8,200万円4億3,899万円収益的収支ワイン

事業 2億5,796万円2億5,796万円資本的収支

特別会計
　６つの特別会計の当初予算額は６２億５,９４０万円で、１

億５,５６４万円を減額補正し、予算現額は６１億３７６万円とな

りました。決算額では歳入合計額６１億１,４１３万円、歳出

合計額５９億９,９７１万円で、差引額は１億１,４４２万円の黒字

決算となりました。

企業会計
　２つの企業会計の当初予算額は１３億９,５００万円で、

６,３１７万円を増額補正し、予算現額は１４億５,８１７万円とな

りました。水道事業会計の決算額では、収益的収支に

おいては収入額４億９,４４７万円、支出額４億５,０８８万円と

なり、資本的収支においては収入額１億１,２６０万円、支

出額２億９,１２４万円で、その不足額１億７,８６４万円は当年

度消費税資本的収支調整額５６８万円や過年度損益勘定

留保資金9０７万円、減債基金１億６,３８９万円で補てんし

ています。

　ワイン事業会計の決算額では、収益的収支において

は収入額４億3,８９９万円、支出額３億8,2００万円となり、

資本的収支においては支出額２億５,７９６万円で、当年度

消費税資本的収支調整額1,４９１万円と過年度損益勘定

留保資金２億４,３０５万円で補てんしています。

市債の現在高（平成２６年度末）
金　　額区　　分会　計

１２２億７,２５５万円一般会計市債合計

９,５４３万円市場事業債

特別会計 4２億５,５３７万円下水道事業債

3億９,６６７万円簡易水道事業債

2６億3,７３８万円上水道事業債企業会計

　富良野市の平成２６年度決算にもとづく健全
化判断比率及び資金不足比率を公表します。
　下表の通り、いずれの指標も基準を下回って
おり、健全財政が保たれています。今後も将来
を見据え健全な財政運営に努めていきます。

虚健全化判断比率

国国のの基基準準富良野市富良野市のの
健全化判断比健全化判断比率率 財政再財政再生生早期健全早期健全化化

20％13.7６％実質赤字額なし実質赤字比実質赤字比率率

30％18.7６％実質赤字額なし連結実質赤字比連結実質赤字比率率

35％25％8.３％実質公債費比実質公債費比率率

350％５４.６％将来負担比将来負担比率率

虚実質赤字比率

　一般会計の赤字額を市税などの財源規模と比

較して指標化し、財政運営の深刻度を示します。

許連結実質赤字比率

　すべての会計の赤字と黒字を合算（連結）して、

地方公共団体全体としての赤字の程度を市税な

どの財源規模と比較して指標化し、財政運営の

深刻度を示します。

距実質公債費比率

　地方債などの返済額の大きさを指標化し、財

政に対する負担の大きさを示します。

鋸将来負担比率

　地方公共団体の一般会計の地方債や将来支払

うことになる可能性のある負担などの現時点で

の残高を指標化し、将来財政を圧迫する可能性

が高いかどうかを示します。

漁資金不足比率

　公営企業の資金不足（赤字）の状況を指標化

して、経営状況の深刻度を示します。

市民１人当たり
支出額

６２３,９３5円

市民１人当たり
市税負担額

１１１,０７６円

※算出に用いた人口は、平成２７年３月３１日現在の人口 (２２,９５６人) です。

用 語 解 説

平成２６年度決算にもとづ平成２６年度決算にもとづくく

財政財政健健全化判断比率全化判断比率等等
ををお知らせしまお知らせしますす

許資金不足比率
　下記の富良野市における各公営企業会計におい

て、資金不足（赤字）は生じていません。

対象公営企業会計

陰公設地方卸売市場事業特別会計

隠公共下水道事業特別会計

韻簡易水道事業特別会計

吋水道事業会計　

右ワイン事業会計
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富良野市人事行政(給与等)の運営状況を公表します

国 家 公 務 員富 良 野 市
区　分

勧奨定年自己都合勧奨定年自己都合

同じ同じ

２７.４０５月分２０.４４５月分勤続２０年

３４.５８２５月分２９.１４５月分勤続２５年

４９.５９月分４１.３２５月分勤続３５年

４９.５９月分４９.５９月分最高限度額

主　　な　　内　　容名 称

陰配偶者　１３,０００円
隠配偶者以外の扶養親族　1人６,５００円
韻１５歳～２２歳までの子　1人5,０００円加算

扶養手当

陰借家・借間　家賃が１２,０００円を超える場合に
支給。限度額２７,０００円
隠持ち家　６,０００円

住居手当

陰交通機関利用者　実費支給
隠交通用具利用者
　2～5km未満　2,０００円
　5km以上　往復距離×２０円×２１日（４５,０００円限度）

通勤手当

支給総額  3,１３１万円[平成２６年度]（前年度３,３５９万円）
１人当たり年額1２９,９３１円[平成２６年度]（前年度１３８,２００円）

時 間 外
手 当

主な増減理由増減
職　員　数

部　門
２６年２７年

議会事務局職員減▲ １5４議　会

総合計画及び契約業務増１５７５８総　務

徴収業務の強化 １１０１１税　務

地域福祉の強化に伴う業務増２４９５１民　生

看護教員欠員補充 １３３3４衛　生

22労　働

１７１７農林水産

８８商　工

２０２０土　木

事務の統廃合▲ ４３６３２教　育

２３７２３７一般会計小計

業務増１６７水　道

土木技師の増員１6７下水道

88ワイン事業

１９１９その他

２３９４１企業会計等小計

２２７６２７８合　計

国家公務員富　良　野　市
区分

勤勉手当期末手当前年比勤勉手当期末手当

同じ同じ

ー０.６７５月分１.２２５月分６月

ー０.８２５月分１.３７５月分１２月

ー１.５月分２.６０月分計

　期 末 手 当　月　額区　分

支給割合

６月期　１.９７５月分
１２月期　２.１２５月分
　計　　４.１月分

８１２,０００円市　長
給
　
料

６６３,０００円副市長

５７６,０００円教育長

支給割合

６月期　１.９７５月分
１２月期　２.１２５月分
　計　　４.１月分

３８２,０００円議　長
報
　
酬

３３７,０００円副議長

３１０,０００円議　員

平均年齢平均給料月額区　分

４４歳６カ月34６,５６１円平成２７年4月1日現在

４４歳９カ月34９,４６３円平成２６年4月1日現在

初　任　給区　　分

１７４,２００円大学卒一　般
行政職 １４２,１００円高校卒

１人当たり
給与費Ｂ/Ａ

給　与　費職員数
Ａ 計　Ｂ期末・勤勉職員手当給　料

６３２万
5８１円

１５億
２,３２６万円

３億
７,３３４万円

１億
3,9１４万円

１０億
１,0７８万円

２４１人

前年度
人件費率

人件費率
Ｂ/Ａ

人件費
Ｂ

歳出決算額
Ａ

人　口

１５.７%１４.８%
  ２１億
２,３５４万円 

 １４３億
２,３０５万円 

23,３２４人

鰹問 総務課 拶39‐2300

繋人件費の状況（平成２６年度一般会計決算）

１.人口は、住民基本台帳（平成２７.１.１現在）によります。

２.人件費には、一般職のほか市長や副市長などの常勤特別職

に支給される給料、議員などの非常勤特別職の報酬が含まれ

ます。また、共済費や退職手当組合負担金なども含まれます。

罫職員給与の状況（平成２７年度一般会計予算）

１.職員給与の状況は、一般職の状況です。

２.職員手当には、管理職・扶養・寒冷地・住居・通勤・時間

外手当が含まれます。

茎初任給（平成２７年4月1日現在）

荊職員の平均給料月額の状況（一般行政職）

蛍特別職の給料・報酬（平成２７年4月1日現在）

計期末勤勉手当の支給割合（平成２７年4月1日現在）

詣退職手当の支給割合（平成２７年4月1日現在）

１.北海道市町村職員退職手当組合に加入

２.平成２６年度一人当たり平均支給額（全職種）　1,８２１万円

警その他の手当（平成２７年4月1日現在）

軽部門別職員数の状況（各年4月1日現在）

職員数は、総務省の地方公共団体管理調査による一般職の職
員数で、休職者を含み、特別職（市長、副市長）、臨時・非
常勤職員を除きます。（教育長は平成２７年度調査から対象外）

職職員員給給与与・・手手当当のの状状況況

適用される基準などの全般をいいます。
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富良野市人事行政(給与等)の運営状況を公表します
人事行政とは、市職員の任免、給与、勤務条件など市職員に

最　終
合格者数

受験者数採用者数試験区分区　分

２人６７人２人事務職

一般行政職

０人０人１人農業技術職

１人１人１人土木技術職

１人１人１人言語聴覚士

０人６人１人保育士

３人５人３人看護教員教育職

課任免及び職員数に関する状況

職員の採用に関する状況（平成２６年度採用分）

合　計その他自己都合退職勧奨退職定年退職

１１人２人２人３人４人

３８時間４５分（月曜日～金曜日）１週間の勤務時間

７時間４５分（８時３０分～１７時１５分）１日の勤務時間

６０分（１２時～１３時）休憩時間

取得率
平均使用
日　数

対象職員数総使用日数付与日数

28.９％１１.２日28３人3,１６２日10,9３3日

訓告など免職停職減給戒告処　分　理　由

－－－－－法令に違反した場合

－－－－－
職務上の義務に違反し
又は職務を怠った場合

－－－－１
全体の奉仕者たるにふさ
わしくない非行の場合

研　修　内　容受講者数研 修 名

市行政の運営に必要な基礎的知
識の習得

４人新規採用者研修

指導能力、地方公務員法など３４人
北海道市町村職
員研修センター

メンタルヘルス、政策形成、業
務改善研修など

１７７人職員研修

観光行政研修、社会福祉主事資
格認定通信課程など

２人自主研修

接遇応対セミナー、メンタルヘ
ルスマネジメント実践研修など

１１人
その他

（他団体研修）

許可人数申請人数区　　　　分

ーー報酬を得て事業または事務に従事する場合

ーー自ら営利を目的とする場合

１１その他

受診者数健 康 診 断 の 種 類

２３１人総合健診（人間ドック）

６３人定期健康診断

２４人ＶＤＴ作業従事者健診

職員の退職に関する状況（平成２６年度）

職員数について

　右ページ 軽部門別職員数の状況を参照ください。

嘩給与の状況

　右ページ繋人件費の状況～警その他の手当を参照ください。

貨勤務時間その他の勤務条件の状況

職員の勤務時間の状況（平成２６年度）

（注）特別な形態での勤務が必要な職員は、上記以外の時間帯

で勤務をしています。

年次有給休暇

　職員の年次有給休暇は、一の年につき２０日付与され、翌年

に２０日を限度として繰り越しができます。（一の年につき最高

４０日付与）

年次有給休暇の取得状況（平成２６年分）

育児休業の取得状況（平成２６年度）

　女性職員２人が取得（平成２５年度からの継続者を含む）

介護休暇の取得状況（平成２６年度）

　介護休暇の取得者はいませんでした。

迦職員の分限及び懲戒処分の状況

分限処分者数（平成２６年度）

　平成２６年度は、心身の故障による分限処分で１人が休職し

ています。また、懲戒処分については次のとおりです。なお、懲

戒処分までには至らない義務違反で、口頭（厳重注意）及び

書面（訓告）による処分があります。

過服務の状況

職員の営利企業などの従事制限について（平成２６年度）

職員の服務規律保持のための取り組み状況

　平成２６年１１月２５日　地方公務員の服務規律等の順守について

　平成２６年１１月２７日　冬道の事故防止と飲酒運転の厳禁について

霞職員の研修の状況（平成２６年度）

蚊職員の福祉及び利益の保護の状況

健康診断の状況（平成２６年度）

公務災害の認定件数の状況（平成２６年度）

　○公務災害の認定２件　○通勤災害の認定０件

職員福利厚生会の状況（平成２６年6月1日～平成２７年5月３１日）

　職員福利厚生会は、地方公務員法第４２条の規定により、相

互扶助の精神にもとづいて会員の親睦福祉を図り、会員の文

化・教養・保健体育に関する事業などを実施しており、会員（職

員）の会費及び市の交付金などで運営されています。

　○会員数 ２７８人　○会員負担額 3,0４６千円（公費負担率３１.３%）

　○総事業費 ７,４６６千円　○市の交付金 1,３９０千円

※その他共同互助会には、北海道市町村職員福祉協会があり

ます。（くわしくは福祉協会ホームページをご覧ください）　

俄公平委員会の業務の状況

勤務条件に関する措置の要求の状況（平成２６年度）

　勤務条件に関する措置の要求はありませんでした。

不利益処分に関する不服申し立ての状況（平成２６年度）

　不利益処分に関する不服申し立てはありませんでした。

苦情相談処理の状況（平成２６年度）

　苦情相談処理はありませんでした。

平平成成2266年年度度
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富良野市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略（素案富良野市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略（素案））

みんなで考えみんなで考えるる
未来のまちづく　　未来のまちづくりり

想想定定さされれるる未未来来のの人人口口

資料分析虚　人口推移と推計値資料分析許　自然・社会動態

　市の総人口は昭和４０年の36,627人を

ピークに、平成２２年で24,259人まで減少。

　国立社会保障・人口問題研究所の推計で

は、平成５２年で17,553人まで減少すると推

計されている。６５歳以上は増加傾向になる

が、平成３７年以降は微減となってくる。

　自然動態（出生数ー死亡数）は平成１５年から死亡数

が上回り、社会動態（転入数ー転出数）は数字の大小

はあるものの減少状態が続いている。

意見・提言などにもとづき素案を策意見・提言などにもとづき素案を策定定
　人口減少や少子高齢化が急速に進むなか、富良野市が次世代に向けてさら人口減少や少子高齢化が急速に進むなか、富良野市が次世代に向けてさらなな

る発展を遂げ、住み続けたいまち、そして、子どもたちに誇れるまちをめざる発展を遂げ、住み続けたいまち、そして、子どもたちに誇れるまちをめざすす

ためため、、左記の３つの基本戦略の素案を策定しました左記の３つの基本戦略の素案を策定しました。。

この素案をもとに、１２月３０日まで実施するパブリックコメント手続きにより　この素案をもとに、１２月３０日まで実施するパブリックコメント手続きにより、、

みなさんからさまざまな意見をいただきながら、さらに検討・議論を重ねてみなさんからさまざまな意見をいただきながら、さらに検討・議論を重ねていい

きますきます。。

【素案策定までの経過【素案策定までの経過】】

●市役所内部による議●市役所内部による議論論

・中堅若手職員・女性職員のワーキングチームによる検・中堅若手職員・女性職員のワーキングチームによる検討討

・「ひと」「しごと」の２つの部会組織による事業の可能性などを検・「ひと」「しごと」の２つの部会組織による事業の可能性などを検討討

・各担当課による各種事業実施の検・各担当課による各種事業実施の検討討

●有識者会議による議●有識者会議による議論論

　今年の９月から有識者会議を３回開催し、各分野の視点から検討・検今年の９月から有識者会議を３回開催し、各分野の視点から検討・検証証

●地域懇談会などにおける市民からの意見・提●地域懇談会などにおける市民からの意見・提言言

　平成２６・２７年度開催の「市長と語ろう地域懇談会」やアンケート調査によ平成２６・２７年度開催の「市長と語ろう地域懇談会」やアンケート調査によるる

意見などの収集・議論・検意見などの収集・議論・検討討
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▲第３回総合戦略有識
者会議
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総合戦略による
未来の人口ビジョンを予測

　国立社会保障・人口問題研究所

の推計では、平成52年の人口は

17,553人で、平成７２年は12,603人

としている。今後、総合戦略の施

策などを講じることにより、平成

５２年で約19,000人、平成７２年で約

15,000人の人口をめざします。

「ひと」をつなぐ富良野戦略
鞄結婚したいと思う人たちの希望をかなえる

鞄妊娠・出産・子育てを地域社会全体で支援する

鞄地域資源を活かした環境教育と郷土愛を育むキャリア
　教育を推進する

「しごと」をつくる富良野戦略
鞄富良野市農業担い手育成センターを中心とした、担い手
　の育成・確保を図る

鞄雇用を生み出す起業化、中小企業への支援強化を図る

鞄富良野版DMOの創設による観光振興を図る
※DMOとは地域全体の観光マネジメント（PRや品質・資

源管理を１本化する着地型観光のプラットフォーム組織）

「まち」を育てる富良野戦略
鞄コンパクトシティに向けた中心市街地の活性化を図る

鞄空き家の利活用による住み替えと富良野への移住促進
　を図る

鞄循環型・低炭素による環境にやさしい社会の形成を図る

５年後の数値目標
「ひと」をつなぐ富良野戦略
合計特殊出生率
（人口統計上の指標で、一人の女
性が一生に産む子どもの平均数）

1.44人→1.8人

「しごと」をつくる富良野戦略
観光経済効果に対応する
就業者数

3,400人→3,600人

「まち」を育てる富良野戦略
まちなか居住人口

1,093人→1,200人

地方創生・総合戦略

３つの基本戦略をめざす！

「ひと」と「しごと」の好循環と
それを支える「まち」の活性化

　富良野に「しごと」をつくり、「しごと」

があることで富良

野に「ひと」を呼び

込み、「ひと」の暮

らしを支える「ま

ち」が活性化する好

循環による相乗効

果を図ります。

閣

革
「しごと」
安定した収入を
得る

「ひと」
安心した生活を
送る

「まち」
家族や仲間と集
う魅力的な地域
をつくる

人材の定着・流入

生産・消費
所得の拡大

地域の活性化

駒

駒

（人）

人口ビジョン（素案）
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「ひと「ひと」」をつなぐ富良野戦をつなぐ富良野戦略略

「しごと「しごと」」をつくる富良野戦をつくる富良野戦略略

主な施策

刺市役所内に結婚相談窓口を開設
　し、結婚を希望する人を支援

刺地域の世話役としての「結婚サ　
　ポーター」を募集し、出会いの相
　談や仲介などの実施

刺民間や団体が行う婚活イベント
　などの開催経費を市が助成

刺「北海道コンカツ情報コンシェ　
　ル」と連携し、婚活者のマナーや
　コミュニケーション力を向上

重要業績評価指数（KPI）

宇３５～３９歳までの未婚率

現在、男性33.6％、女性30.4％

　　　　　　　　革

平成32年の国勢調査では、
３０％以下とする　

主な施策

刺乳幼児医療費を現行２歳までの無
　料化を小学就学前まで引き上げ

刺新生児の紙おむつ経費を助成し、
　衛生用品ごみ袋を配布

刺第３子以降の出産祝い金、小学校
　就学助成金の支給

刺市内の事業所が授乳やおむつ交
　換などの設備を整備した場合、整
　備費用の一部を助成

刺子育て世帯を支援するファミリー・
　サポート・センター事業を推進

刺（仮）地域社会で子育て家庭を支
　える地域コミュニティ活動の創
　出に向けた検討

刺（仮）不妊治療費の一部助成に向けた検討

重要業績評価指数（KPI）

宇年間出生数
　１４３人（H２６)　閣　１８０人（H３１）
宇ファミリー・サポート・センター会員数
　１１０人（H２７.１１)　閣　１９０人（H３１）

主な施策

刺恵まれた森林資源を活用し、市内
　小中学生を対象に森林環境教育
　を推進

刺子どもたちに「演劇のまち富良野」
　を体感し、演劇的手法を活用したコ
　ミュニケーション能力を向上

刺富良野を愛し、将来、「ふるさと
　富良野」に心が向く小中高一貫　
　キャリア教育の推進

刺富良野市育英基金奨学金償還免
　除による地元Uターン就職の推進

重要業績評価指数（KPI）

宇森林環境教育学習プログラム
　参加校を年間１５校（H３１）

宇市内就業者に対する
　償還免除者数を５件（H３１）

主な施策

刺農業担い手育成センターに、「新
　規参入コース」「雇用就農コー　
　ス」「体験実習コース」を設定し、
　担い手を育成・確保

刺市内の農業後継者などが、地元で
　農業に従事しながら緑峰高校農
　業特別専攻科に通うための学費
　を一部助成

刺農業研修指導者に対し、指導に要
　する経費の一部を助成

重要業績評価指数（KPI）

宇新規就農者数を５年間で４０人

宇新規参入者数を５年間で８人

宇雇用就農者数を５年間で１０人

主な施策

刺新規出店・創業、中小企業の活性化
　に向けて、市の制度を拡充し支援

刺域内の経済循環を図るため、プレ
　ミアム商品券を継続実施

刺若い人をターゲットにした就職情
　報サイトを立ち上げ、雇用を促進

刺企業の人材不足を解消するため、資
　格技術取得に要する経費を支援

刺ワーク・ライフ・バランスに取り
　組む企業への支援

重要業績評価指数（KPI）

宇新規出店件数を５年間で２５件

宇就職サイトに掲載する企業数を
　５０社

宇就職サイトの月間
　閲覧件数を2,000件

主な施策

刺農業・観光・環境を融合させ、地
　域の観光マーケティングやマネ
　ジメントを担う「富良野版DMO」
　を立ち上げ、新たな観光地域を創出

刺「（仮称）ブランド観光圏」認定
　に向け観光地サインやサイクリ
　ングなどの環境整備

刺多種多様な観光資源を、季節偏差
　のない通年型観光や体験などに
　よる滞在型観光の強化

刺富良野らしいイベントの開催に
　よる市民と観光客との交流

重要業績評価指数（KPI）

宇宿泊客延数
　70万人（H26)　閣　75万人（H３１)

宇宿泊客消費単価
　2.9万円（H２５)　閣　３万円（H３１）

戦略１ 戦略２ 戦略３

戦略１ 戦略２ 戦略３

結婚したいと思う結婚したいと思う人人たちたち
の希望をかなえの希望をかなえるる

妊娠・出産・子育妊娠・出産・子育ててをを　
地域社会全体で支地域社会全体で支援援

地域資源を活用し地域資源を活用したた環境教育と環境教育と　
郷土愛を育むキ郷土愛を育むキャャリア教育リア教育を推進を推進

農業担い手育成セ農業担い手育成センンターをターを
中心とした担い手育成・確中心とした担い手育成・確保保

雇用を生み出す起雇用を生み出す起業業化、化、
中小企業への支援強中小企業への支援強化化

富良野版DMOの創設によ富良野版DMOの創設によるる
観光振観光振興興

※重要業績評価指標（KPI）とは、事業毎の進捗状況を検証するために設定する指標
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「まち「まち」」を育てる富良野戦を育てる富良野戦略略

主な施策

刺中心市街地の居住環境の充実に
　より、まちなか居住を推進

刺新規出店を支援し、商業を集積

刺滞留拠点施設整備により、まちな
　か回遊を促進

刺まちなかに、（仮称）ビジターセ
　ンターを設置し、広域観光の情報
　発信と受入れ体制を充実

重要業績評価指数（KPI）

宇まち中の歩行者通行量
　2,690人/日(H２６）
　　　　　　閣　3,700人/日(H３１)

宇小売り店舗数
　１４９戸（H２６)　閣　１６２戸（H３１）

主な施策

刺空き家の実態を把握し、特定空き
　家を防止

刺利活用可能な空き家は、「住まい
　の情報バンク」に登録し、住み替
　え希望者や移住希望者への情報
　提供

刺住宅リフォーム促進事業の制度
　を拡充し、移住希望者の中古住宅
　購入支援や３世代同居を促進

刺市の移住相談ワンストップ窓口
　を強化し、「しごと」「住まい」「暮
　らし」の情報を一元的に発信し、
　移住・定住を促進

重要業績評価指数（KPI）

宇中古住宅購入者の住宅リフォー
　ム補助実績を５年間で１０戸

宇移住相談件数を
　年間１００件以上

主な施策

刺ごみの減量や資源の節約・リサイ
　クルにより、質の高い循環型社会
　を形成

刺化石燃料の代替エネルギーとし
　て木質バイオマスや太陽光発電
　の利用を促進

刺衛生用品の固形燃料化や小水力
　発電など、有限な資源・エネル　
　ギーを有効利用

重要業績評価指数（KPI）

宇ごみの資源化率
　９１.0％（H２６)　閣　９０％以上を維持

宇１人１日あたりのごみ排出量
　８８１ｇ/人・日（H２６）　
　　　　閣　７６１ｇ/人・日（H３１)

宇１人あたりのCO2排出量
　10.7千トン-CO2/年（H２５)　
　　　閣　7.2千トン-CO2/年（H３１)

戦略１

原案（全文）の公表場所

◆行政情報コーナー
（市役所１階市民ロビー）
◆各担当課窓口
◆山部・東山支所窓口
◆文化会館ロビー
◆図書館ロビー
◆市ホームページ

意見を提出できる方

虚市内に住んでいる方
許市内で働いている方、学んでいる方
距市内に事業所がある法人やその他の団体

パブリックコメント意見募集期間　１２月３０日(水)まで

コ メパ ブ

意見の提出方法

虚封書・ファックス・メールなど書面（様式は
自由）、録音テープでお寄せください。
許担当課窓口に直接提出（郵送可）
距意見を提出するときは、住所・氏名などを記
入してください。公表はしませんが、記入がな

い場合には回答できない場合もあります。

意見提出先／問合せ

企画振興課企画振興係　
〒０７６‐８５５５　富良野市弥生町１番１号
志３９‐２３０４　思２３‐２１２１　

死kikaku-ka @city.furano.hokkaido.jp　

地方創生・総合戦略

富良野市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略
（素案）について、みなさんの意見をお寄せください

戦略２ 戦略３

コンパクトシティコンパクトシティにに向けた向けた
中心市街地の活性中心市街地の活性化化

空き家の利活用に空き家の利活用によよるる　
住み替えと移住促住み替えと移住促進進

循環型・低炭素によ循環型・低炭素によるる
環境にやさしい社会の環境にやさしい社会の形形成成
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山部Walls

▲山部ハロウィンカクテルパーティーで来場者をおもてなしするメンバー

部
を
元
気
に
し
た
い
…
。

そ
ん
な
思
い
を
胸
に
、
今

年
の
4
月
か
ら
山
部
商
工
会
青

年
部
や
ふ
ら
の
農
協
山
部
支
所

青
年
部
を
中
心
に
関
西
か
ら
移

住
し
て
き
た
女
性
4
人
を
含
む

男
女
　
人
で
活
動
し
て
い
る
山

13

部W
a
lls

（

ウ
ォ
ー
ル
ズ

 糠
 

ぬ
か

 谷
 
や

 隆
 

り
ゅ
う

 太
 代
表
）。

た

ウ
ォ
ー
ル
ズ
と
い
う
名
前
に
は
、

現
在
人
口
減
少
問
題
な
ど
が
あ

る
中
で
、「
自
分
た
ち
が
手
を
取

り
合
い
、
壁
（
ウ
ォ
ー
ル
）
と

な
っ
て
地
域
を
守
り
た
い
」
と

い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
　
今
年
の
3
月
に
開
催
さ
れ
た

第
1
回
や
ま
べ
ふ
れ
コ
ン
を
機

に
組
織
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
山
部
ま
ち
お
こ
し

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
下
部
組
織
と

し
て
、
地
域
で
活
躍
し
て
い
る

先
輩
た
ち
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
力

を
借
り
な
が
ら
活
動
の
幅
を
広

げ
て
い
ま
す
。

　「
人
が
集
ま
る
と
い
ろ
い
ろ

な
面
で
プ
ラ
ス
に
な
る
。
今
で

き
る
こ
と
を
何
で
も
す
る
」
と

い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
、
ク

リ
エ
ー
タ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

は
じ
め
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
で
積

極
的
に
活
動
を
展
開
。
ふ
れ
あ

い
祭
り
で
は
、
子
ど
も
た
ち
を

呼
び
た
い
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

で
、
手
作
り
の
人
気
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
着
ぐ
る
み
で
場
を
盛
り

上
げ
る
な
ど
、
若
い
発
想
力
と

機
動
力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
7
月
に
は
第
2
回
や

ま
べ
ふ
れ
コ
ン
を
開
催
し
、「
こ

れ
か
ら
も
、
ま
ち
の
商
店
や
飲

食
店
を
交
え
な
が
ら
、
お
互
い

に
良
い
も
の
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
糠
谷

代
表
。
今
年
初
め
て
企
画
し
た

山
部
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
カ
ク
テ
ル

パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
閑
散
時
期
の

独
自
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
地
域
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
糠

谷
代
表
は
「
固
い
枠
に
は
ま
ら

ず
活
動
し
た
い
」
と
、
そ
れ
ぞ

れ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

無
理
な
く
活
動
し
な
が
ら
、
人

と
人
と
が
結
び
つ
く
一
つ
の

ツ
ー
ル
と
し
て
輪
を
広
げ
て
い

き
た
い
そ
う
で
す
。

　「
何
か
シ
ン
ボ
ル
的
な
も
の

が
あ
れ
ば
、
ま
ち
の
力
に
も
な

る
し
、
観
光
客
や
地
元
の
人
が

集
ま
る
場
に
も
な
る
」
と
山
部

駅
を
拠
点
と
し
た
企
画
も
模
索

し
て
い
る
山
部W

a
lls。

他
の
地

域
と
も
連
携
し
た
り
、
良
い
意

味
で
競
い
合
っ
て
い
き
な
が
ら
、

元
気
な
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
い
き
ま
す
。　

山

▲揃いのジャンバーやTシャツ
を製作。会議が深夜になることも

▲リサイクルフェアでもお手伝い

元気なまちづくりをめざす!!

鰹問 山部商工会（結城さん）拶４２-２４０９
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　中富良野　

北星スキー場オープン間近！
　ウィンターシーズン到来！夏のラベン
ダー畑が、冬は町の景色を一望できるスキー
場になります。初心者から上級者、スノー
ボーダーやファミリーなど、幅広く楽しめる
北星スキー場へぜひお越しください。くわし
くはお問い合わせください。

鰹問 産業建設課　拶４４‐２１２３

　南富良野　

国設南ふらのスキー場オープン
　フラノ・トマム・サホロといった有名なリ
ゾートスキー場に囲まれている中で、雪質・
設備とも劣らず、町営だからできる低料金が
魅力的！初級者から上級者まで楽しめます
ので、ぜひお越しください。

オープン予定日　１２月１９日鰹土 

鰹問 企画課商工観光係　拶５２‐２１１５

　占冠　
ウィンターシーズン到来！

トマムスキー場
　スキーヤーからスノーボーダーまで思う
存分楽しめるトマムスキー場。トマム山には、
上級者から初級者コースまで多彩なコース
があります。また、２０種類以上のスノーアク
ティビティプログラムもあり、滑る人も滑ら
ない人も冬山の魅力を体感できるトマムス
キー場で、冬を楽しんでみませんか？

鰹問 NPO法人占冠・村づくり観光協会　拶３９‐８０１０

　上富良野　

三段山スロープ
　十勝岳連峰の三段山は、山スキーのメッカ。
吹上温泉保養センター「白銀荘」からゆっく
り登り、三段山スロープでのバックカント
リースキーやスノーボードに挑戦してみま
せんか？美しい山の景色を眺め、ふかふかの
パウダースノーを滑る感覚は格別です。安全
のためにも、万全の準備でお楽しみください。

鰹問 産業振興課商工観光班　拶４５‐６９８３

ちょっくら

となりまち

今月のテーマ

冬の体験

スポット

　
平
成
　
年
第
２
回
定
例
会
が
、

２７

　
月
　
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１０

３０

　
本
定
例
会
で
は
、
補
正
予
算

１
件
、
人
事
案
件
２
件
、
認
定

１
件
、
報
告
４
件
が
原
案
ど
お

り
そ
れ
ぞ
れ
可
決
・
同
意
・
認

定
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

上
富
良
野
町
議
会
議
員
の
改
選

及
び
中
富
良
野
町
議
会
選
出
議

員
の
欠
員
に
と
も
な
い
、
副
議

長
の
選
挙
及
び
常
任
委
員
会
等

委
員
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
歳
入
補
正
】

◆
市
町
村
負
担
金
　

▲
４
９
５
７
４
千
円

◆
繰
越
金
    ５
０
２
９
９
千
円

◆
連
合
債
（
緊
急
防
災
減
災
事

業
債
）　
　
  　
３
１
０
０
千
円

【
歳
出
補
正
】

◆
一
般
管
理
費
（
職
員
管
理
費
）

２
０
０
千
円

◆
畜
産
業
費
（
職
員
管
理
費
）　

　
　
　
　
　
　
２
１
６
千
円

◆
上
富
良
野
消
防
署
費
（
職
員

管
理
費
）　
　
　
　
　
 　
千
円

９５

第
２
回
富
良
野
広
域
連

　
第
２
回
富
良
野
広
域
連
合合
議
会
議
会

定定

例例

会会

報報

告告

◆
南
富
良
野
支
署
費
（
一
般
事

務
費
） 
         　
３
３
６
千
円

◆
占
冠
支
署
費
（
職
員
管
理
費
・

各
種
負
担
金
） 
   ７
７
５
千
円

◆
上
富
良
野
消
防
団
費
（
需
用
費
・

役
務
費
・
公
課
費
）
　
３
０
７
千
円

◆
占
冠
施
設
費
（
施
設
修
繕
料
）

　
６
１
１
千
円

◆
富
良
野
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

費
（
職
員
管
理
費
な
ど
） 
　

５
０
６
千
円

◆
上
富
良
野
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
費
（
施
設
修
繕
料
） 

 ７
７
９
千
円

【
人
　
事
】

◆
富
良
野
広
域
連
合
教
育
委
員

会
委
員
と
し
て
、
中
野
守
氏
（
中

富
良
野
町
）、
森
田
智
恵
子
氏

（
占
冠
村
）
の
任
命
に
同
意

【
そ
の
他
】

◆
平
成
　
年
度
富
良
野
広
域
連

２６

合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◆
専
決
処
分
報
告
（
４
件
）

◆
監
査
委
員
報
告
（
例
月
出
納

検
査
結
果
報
告
）

【
富
良
野
広
域
連
合
議
会
の
構

成
（
　
月
　
日
現
在
、
◎
委
員

１０

３０

長
、
○
副
委
員
長
）】

議
　
長
　
伊
藤
 健
（
南
）

副
議
長
　
長
谷
川
 徳
行
（
上
）

◆
総
務
産
業
委
員
会

岡
本
 康
裕
（
上
）、
金
子
 益
三

（
上
）、
◎
石
神
 唯
安
（
中
）、

安
東
 義
彦
（
中
）、
酒
井
 年
夫

（
南
）、
○
山
本
 敬
介
（
占
）、

本
間
 敏
行
（
富
）

◆
文
教
環
境
委
員
会

長
谷
川
 徳
行
（
上
）、
北
條
 隆

光
（
中
）、
○
川
村
 勝
彦
（
南
）、

佐
野
 一
紀
（
占
）、
工
藤
 國
忠

（
占
）、
◎
萩
原
 弘
之
（
富
）、

宇
治
 則
幸
（
富
）

◆
議
会
運
営
委
員
会
　

○
金
子
 益
三
（
上
）、
石
神
 唯

安
（
中
）、
◎
酒
井
 年
夫
（
南
）、

工
藤
 國
忠
（
占
）、
萩
原
 弘
之

（
富
）

◆
議
会
選
出
監
査
委
員

山
本
 敬
介
（
占
）
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注目の本！

　睡眠薬を飲んで自殺しよ
うとした僕の前に、突然姿
を現した不思議な女の子
「悩美」。彼女は、僕の悩み
を減らすためにアドバイス
をすると言う。こうして僕
と悩美の共同生活が始まり
…。彼女が教えてくれた悩
みの真実とは?

もしも悩みがなかったら
　　　　　作：水野  敬  也 　画：鉄拳

けい や

ＢＯＯＫＳ

昭
和
　
年
（
１
９
７
５
年
）

５０

富
良
野
国
体
の
開
会
式

　
昭
和
　
年
２
月
　
日
、
第
　

５０

１６

３０

回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス

キ
ー
競
技
会
の
開
会
式
が
富
良

野
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
な
わ
れ
た
。
当

時
、
市
の
人
口
の
半
数
に
相
当

す
る
約
１
万
５
千
人
の
大
観
衆

が
見
守
る
中
、
雪
の
精
鋭
た
ち

が
健
闘
を
誓
い
合
っ
た
。

　「
人
情
が
招
く
富
良
野
国
体
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
市
民
の
総
力

を
結
集
し
た
国
体
は
、
４
日
間

晴
天
と
な
り
、
無
風
で
最
高
の

好
天
と
絶
好
の
雪
質
に
恵
ま
れ

た
。「
親
切
を
お
み
や
げ
に
」
を

合
言
葉
に
、
温
か
い
真
心
と
お

も
て
な
し
で
選
手
団
を
迎
え
、

市
民
が
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ

た
。
市
民
全
体
が
一
つ
に
な
っ

た
国
体
の
成
功
は
、
市
民
が
誇

り
と
自
信
を
も
っ
て
、
未
来
を

切
り
開
く
躍
進
の
原
動
力
に

な
っ
た
。

亨

◆開館時間　
　火～金　
　午前１０時～午後６時
　土・日　
　午前９時～午後５時

◆１２月の休館日
　毎週月曜日

　２３日鰹水 ・３１日鰹木 

鰹問 図書館　拶２２‐３００５

一般書 NEW

モノは好き、でも身軽に生

きたい。 / 本多 さおり

「芸」と「能」
/ 清水 ミチコ、酒井 順子

心は少年、体は老人。  
/ 池田 清彦

児童書 NEW

つんつくせんせいとかさじぞう 

/ たかどの ほうこ

すりかえかめんミステリー
ツアー/ はら こうへい

もうぬげない
/ ヨシタケ シンスケ

▲富良野国体の開会式(選手団の入場)

展示・イベント

【２階多目的ホール】

　クリスマスおはなし会　　  １２月１２日鰹土 　午前10時30分

　どんぐりクリスマスおはなし会  １２月１６日鰹水 　午後３時

　英語のおはなし会クリスマスバージョン  １２月１９日鰹土 　午前10時30分

【１階読み聞かせコーナー】

　どんぐりおはなし会　　 　  １２月２日鰹水 ・９日鰹水  午後３時
　　　　　　　　　　　　　　　（２３・３０日はありません）

図書館のホームページもご覧ください

富良野図書館 検  索

較

こちらをチェック！

▲
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
純
飛
躍

に
は
、
約
２
万
人
の
大
観
衆
が
来

場
し
た
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勇
気
を
出
し
て
！

　
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
る
息
子
が
、
と
き
ど

き
担
任
の
先
生
に
お
手
紙
を
書
き
た
が
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
字
を
書
け
な
い
た

め
、「
先
生
に
お
手
紙
書
き
た
い
か
ら
、
言
っ

た
と
お
り
字
を
書
い
て
！
」
と
お
願
い
し
て

き
ま
す
。
お
手
紙
の
内
容
は
至
っ
て
シ
ン
プ

ル
で
、
「
○
○
先
生
大
好
き
！
」
「
ず
っ
と

ず
っ
ー
と
遊
ぼ
う
ね
！
」
な
ど
と
、
子
ど
も

な
が
ら
の
か
わ
い
い
お
手
紙
で
す
。
息
子
の

言
っ
た
と
お
り
に
書
き
終
え
る
と
、今
度
は
、

息
子
が
愛
情
た
っ
ぷ
り
に
先
生
の
似
顔
絵

を
描
き
、
さ
ら
に
、
自
分
の
お
気
に
入
り
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
、
息
子
の
お
手
紙
に
付
き

合
っ
て
い
る
と
、
お
手
紙
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

添
え
よ
う
と
思
い
つ
い
た
ら
し
く
、
折
り
紙

で
「
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
を
折
っ
て
！
」
と
お

願
い
さ
れ
ま
し
た
。
翌
朝
、
お
手
紙
と
お
た

ま
じ
ゃ
く
し
を
大
事
そ
う
に
カ
バ
ン
の
中

に
入
れ
て
、
幼
稚
園
に
行
っ
た
ま
で
は
良

か
っ
た
の
で
す
が
、
先
生
に
渡
さ
ず
に
帰
っ

て
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
息
子
に
「
ど
う
し

て
お
手
紙
渡
さ
な
か
っ
た
の
？
」と
聞
く
と
、

「
先
生
の
人
気
が
す
ご
く
て
、
渡
せ
な
か
っ

た
～
」と
何
と
も
悔
し
そ
う
に
答
え
ま
し
た
。

い
つ
も
な
ら
、
き
ち
ん
と
渡
す
息
子
で
し
た

が
、
今
回
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
の
特
別
な

お
手
紙
だ
け
あ
っ
て
、
気
が
引
け
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
次
の
日
も
、
ま
た
次
の
日
も
、
お

手
紙
を
渡
せ
な
い
日
々
が
続
き
、
カ
バ
ン
の

中
で
お
手
紙
と
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
が
深
い

冬
眠
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
「
先
生
、

お
手
紙
ほ
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」
と
促
し

ま
し
た
。
す
る
と
、
息
子
は
小
さ
い
声
で

「
は
～
い
」
と
気
弱
な
返
事
を
し
、
幼
稚
園

へ
行
き
ま
し
た
。
お
迎
え
に
行
っ
た
と
き
に

カ
バ
ン
を
見
る
と
、
や
っ
ぱ
り
お
手
紙
は
カ

バ
ン
の
中
に
…
。

　
結
局
、
私
が
伝
書
鳩
と
な
り
先
生
に
届
け

て
あ
げ
ま
し
た
。
そ
ん
な
息
子
の
将
来
を
考

え
る
と
、
不
安
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

も
し
か
し
た
ら
、
息
子
は
熱
し
や
す
く
冷
め

や
す
い
タ
イ
プ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

（
笑
）

   ペ
ン
ネ
ー
ム
　
我
が
子
は
草
食
系
男
子

　
子
育
て
を
と
お
し
て
親
も
成
長
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
そ
ん
な
子
育
て
体
験

を
紹
介
し
ま
す
。
体
験
記
を
「
広
報
ふ
ら
の
」
へ

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
６
５
０
字
程
度
）

お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp） 

なかよし兄妹だよ!!　なかよし兄妹だよ!!　

楽しいよ楽しいよ！！

右か右からら

柿原 希美 柿原  希  美 さんさん    (３歳)(３歳)　東鳥沼東鳥沼

のぞのぞ みみ

 　　悠希  悠  希 さんさん    ((６６カ月カ月))　
はるはる きき

　　　

右か右からら

三浦 大夢 三浦  大  夢 さんさん    (３歳)(３歳) 西麻町　西麻町

はるはる むむ

 　　雪乃  雪  乃 さんさん    ((１０１０カ月カ月))　
ゆきゆき のの



222222001155--1122 FFuurraannoo

ズームアップ

まちのできごと

 長尾 榮治さん （7４歳）

和５９年１１月に地域組合員の強い推挙を受けて富
良野平原土地改良区理事に就任以来、監事や理事

長代理を歴任され、土地改良区の適正な運営に尽力さ
れました。平成１２年４月に沿線の５土地改良区が合併
し、富良野土地改良区が誕生した際も理事や理事長代
理を歴任。平成１７年から理事長に就任し、２９年間にわ
たり、農業近代化の確立などに尽力されました。これ
らの功績が認められ受章されました。

昭

旭日双光章
　　  土地改良事業功労

 武藤 一男さん （７５歳）

成５年１月に地域組合員の強い推挙を受けて空
知川上流土地改良区理事に就任し、土地改良区の

適正な運営に手腕を発揮されました。平成９年１月に
は、その力量が組合員に認められ、理事長に就任し２０
年間にわたり、国営、道営土地改良事業をはじめとす
る各種土地改良事業の円滑な推進に尽力し、地域農業
の発展に多大な貢献をされました。これらの功績が認
められ受章されました。

平

旭日双光章
　　  土地改良事業功労

▼愛する故郷を後世へ
鳥沼地区開基１２０周年・鳥沼小学校開校１１０周年　１１月１４日鰹土 

明
▼きれいな菊がずらり

山部総合文化祭　１１月１日鰹日 ～3日鰹火 

部総合文化祭が生涯学習センターで開催さ

れ、期間中多くの来場者で賑わいました。今

年で35回目を迎える山部菊花展には、山部菊の会

会員をはじめ、市民講座受講者などの作品約４５０点

を展示。また、別会場ではお茶会をはじめ、子ど

もたちの工作や絵が展示されたほか、友好都市西

脇市からの交流作品も展示されるなど、来場者た

ちを楽しませていました。

山
治３０年に開拓の 鍬 がおろされた鳥沼地区では、

くわ

今年、開基１２０周年と鳥沼小学校開校１１０周年

を迎え、小学校の体育館で記念式典が開催されま

した。主催した記念事業協賛会長の鎌田栄さんは

「人口減少が進む中、住んで良かったと思える地域

を守り、育てていきたい」とあいさつし、地域功

労者８４人に表彰状を贈呈しました。小学生３４人は、

「ふるさと」を合唱し、式典に花を添えました。
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ズームアップ

まちのできごと

ま ち の で き ご と
ZZOOOOMMUUPPFFUURRAANNOO
ズズーームムアアッッププふふららののズズーームムアアッッププふふららのの

 宇佐見 正光さん （６６歳）

成１８年６月に教育長に就任以来８年間にわたり、
子どもたちの学力やスポーツの向上など、本市の

教育行政の推進に尽力されました。特に、学社融合推
進事業において演劇教育を推進し、子どもたちの自己
表現力やコミュニケーション能力の向上などに寄与
されました。また、「富良野市いじめZERO推進条例」
の制定にも尽力され、いじめの問題に積極的に取り組
まれました。これらの功績が認められ受章されました。

平

文部科学大臣表彰
　　  地方教育行政功労

 佐藤 拓磨さん （２２歳）

成２４年３月に北海へそ踊り保存会に入会して以
来、道内外のイベントに年間１５回以上出演し、北

海へそ踊りを通じて本市のPRや観光振興に多大に尽
力されました。また、最年少会員にもかかわらず、保
存会の役員を担うとともに、郷土芸能である北海へそ
踊りを伝承するため、保存会への青年層の勧誘活動も
積極的に行い、文化の継承に努められました。これら
の功績が認められ受章されました。

平

富良野市青少年表彰
　　  

▼災害に強いまちづくりに
平成27年度男女共同参画講演会　１１月１７日鰹火 

年度も地域の防災について考えようと、防災

講演会が地域福祉センターいちいで開催され、

町内会役員をはじめ、関係者など７０人が身近にあ

る災害について学びました。講師からは「行政が

すべてを守ることはできません。住民自らが災害

から地域を守るという意識が大切です」と地域に

よる日ごろからの備えなどについて講義が行われ、

参加者たちは熱心に耳を傾けていました。

今

▼上手く描けたかな
アートを楽しもう　１１月７日鰹土 

鮮やかな花をモチーフにした絵を描こうと

生涯学習センターでアートを楽しもうが開

催され、初心者など30人がパステル画などに挑戦

しました。講師で洋画家の盛本 学  史 さんが「情熱
さと し

を胸に描いていきましょう」と参加者たちに基本

的なことについてアドバイス。今回初めて用意さ

れた生花をはじめ、造花などをモチーフに参加者

は真剣な面持ちで絵を描いていました。

色
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した期間を追納する場合の納付額は、当時の保険

料額に一定の加算額が上乗せされます。なお、老

齢基礎年金受給者は追納できません。

　将来受け取る年金額を増額するためにも、余裕

ができた時に追納することをおすすめします。

保険料の支払いはお忘れなく

鰹問 市民環境課市民年金係　拶３９‐２３０１

国民年金・老齢基礎年金の裁定請求手続き

昭和２５年１２月生まれ(満６５歳)の方は、満６５歳の誕生日

以降に手続きをしてください。すでに厚生年金を受給

している方は、誕生月に送られてくるはがきを返送す

ることで、基礎年金の手続きが完了します。

市役所②番窓口にお越しください。必要なものは印鑑・預金通

帳・戸籍全部事項証明（戸籍謄本）・住民票謄本などです。

免除期間・納付猶予期間がある方へ

　国民年金の第１号被保険者が、保険料の免除（全

額免除・一部納付）や若年者納付猶予を受けた期間、

学生納付特例に該当していた期間は、年金を受け取

るために必要な受給資格期間に算入されますが、受

け取る年金額は保険料を全額納付した場合より少

なくなります。そのため、これらの期間の保険料は、

将来受け取る老齢基礎年金を増額するために、１０年

間であればさかのぼって納めることができる「追納

制度」があります。この制度で追納する場合は、古

い分から追納されることになり、学生納付特例があ

る場合は学生納付特例分から追納されます。免除な

どの承認を受けた期間の翌年度から３年以上経過

　誤飲した外来性の物を「異物」といい、前回の

テーマであった中毒症状を生じる可溶性の物を含

む用語として用いられていますが、ここでは「固

形物」に限定して述べます。

◆消化管異物

　誤飲物が食道か胃で対応が異なります。

虚食道異物　粘膜の損傷から壁に穴が開き、心臓

などがある縦隔に炎症を生じ、重篤な感染症を起

こすリスクがあります。このため、速やかに除去

が必要になります。硬貨は透視下にバルーンカ

テーテルを用いて除去できますが、鋭利な異物や

誤飲してから時間が経っている場合は、全身麻酔

下に内視鏡を用いて摘出するのが安全です。

許胃内異物　自然に排出されるのを待つことが原

則です。ただし、ボタン型電池は危険であり摘出

が必要です。新しいアルカリ電池は塩酸の作用で

金属が破れて中身が出て胃粘膜を損傷し穴が開く

危険があります。リチウム電池は放電によってア

ルカリ性の液ができて短時間のうちに粘膜を損傷

するため、さらに危険です。また、先端の鋭利な

ものは摘出したほうが安全です。　

◆気道異物

　 喉  頭 から気管・気管支異物が特に問題です。こ
こう とう

れらの多くは、食事中に激しい咳、 喘  鳴 、チアノー
ぜん めい

ゼが生じます。その後、完全に閉塞が起きれば窒

息となり、直ちに処置が必要です。窒息の際は、

反応と呼吸がポイントです。呼吸があり、声が出

るのであれば咳をさせ、声が出なければ腹部突き

上げ法や背部 叩 
こう

 打 法で異物除去を試みます。反応
だ

と呼吸がなければ、心肺停止であり蘇生が必要で

す。不完全な気道閉塞が起きれば、

 咳  嗽 や喘鳴、発熱、
がい そう

 嗄  声 、呼吸困難
さ せい

が持続します。非特異的な症状のた

め、発見が遅れることがあります。

気管・気管支異物の治療としては、

全身麻酔下に内視鏡を用いて摘出します。

　異物の治療はリスクを伴い、窒息した場合は予

後不良が多く見られます。「予防に勝る治療なし」

お子さんの周囲には気を配りましょう。　

※ 喘  鳴 ～ぜいぜい・ひゅうひゅうという呼吸音
ぜん めい

※ 咳  嗽 ～肺内の空気が音を伴って反射的に呼出される咳
がい そう

※ 嗄  声 ～しわがれ声
さ せい

今月のテーマは

こんにちは

医師会 角谷です！

消化管異物と気道異物

小児の誤飲事故許 
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クーリング・オフ葉書は富

良野郵便局、若葉郵便局、

山部・東山支所にも置いて

あります。また、消費生活

センターと山部・東山支所

に「タオル等回収ボック

ス」が設置されています。

不要になったタオル類・白

メリヤス・毛布の回収にご

協力ください。

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ消費生活センターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
 　月～金  午前１０時～午後４時

ダイヤル交換市もやってます！

◆譲ります　　　　　　　　　　　　　　 　  
捌捌登録ありません登録ありません　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

◆譲ってください　　　　　　　　　　　  　 
捌捌屋外ブラン屋外ブランココ捌捌半袖Ｙシャツ（女子用１５０～１６０半袖Ｙシャツ（女子用１５０～１６０））

相相談談すするるなならら

再確認！

排出方法とマナー

市市民民環環境境課課かからら
おお知知ららせせ

拶拶３３９９--22330088 

　　空きびん・陶磁器・ガラス及び空き缶

　　の出し方について

　みなさんの協力により、分別による資源回収

率、リサイクル率などが向上し、処理経費の節

減にもつながっています。

　しかし、最近は空きびん及び空き缶の中にた

ばこの吸殻、他のごみが混入している状況が多

くなっています。　また、陶磁器・ガラス専用の

コンテナにその他のごみが混入している状況が

目立つようになりました。

　このため、回収後の

処理に、非常に手間取

り困っています。みな

さんの協力がなければ

回収後のリサイクル率

の低下、経費増加の要

因にもなりますので、ごみの分別に協力をお願

いします。

「分ければ資源、混ぜればごみ」を合言葉に、

　分別ルールにもとづいて出しましょう！

　　粗大ごみ・小型電気ごみについて

　年内の粗大ごみ・小型電気ごみの排出申し込

みは終了しました。

　来年１月分の受け付けは、１２月２８日鰹月 までに

申し込みをしてください。　

　回収日は、１月７日鰹木 または１月８日鰹金 です。

▲このステッカーが目印

「粗大ごみ処理券」取扱店（１１月１８日現在）

　　　　　　・ローソン富良野 若松町店

　　　　　　・ローソン富良野 緑町店

　　　　　　・ローソン富良野 協会病院店

　　　　　　・セブンイレブン富良野 山部店

　　　　　　・セブンイレブン富良野 北の峰店

ご
み
の
分
別
に

協
力
し
て
く
だ
さ
い

　　自宅に学習教材の販売員が来て長時間に

　　わたり勧誘され、帰ってほしくてしぶしぶ

契約したが、クーリング・オフできないか。

　　クーリング・オフ期間中だったので業者に
　　センターから電話して了承されました。

クーリング・オフとは？
　訪問販売や電話勧誘などの不意打ち的な取
引で契約した場合、法律で定められた期間内で
あれば無条件で契約を解約できる制度です。

クーリング・オフの仕方は？
虚契約書面を受け取った日から８日間以内に
　ハガキなどの書面で通知します。
　※マルチ商法・内職商法は２０日間になります。
許「契約を解除する」旨を記入し、支払ったお
　金の返金、商品の引き取りを求めます。
距ハガキは、表面・裏面ともコピーして手元に
　保管。ハガキは簡易書留で送付します。
鋸クレジット契約した場合は、信販会社にも同
　様に書面で通知します。

クーリング・オフ期間が過ぎていても、契約
書面や販売方法によって解約できる場合があ
りますので、あきらめずにセンターへ相談して
ください。

今月は

クーリング・オフ

Ｑ

A
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このページは広告料収入で作成しています

Ｑ.冬期間の仏壇などにお供
えした花や観賞用の花は何
ごみ？

Ａ．生ごみで出してください。

Ｑ.衣装箱でプラスチック製
の物は何ごみ？

Ａ．粗大ごみになりまので、
処理券の購入と申し込みが必
要です。

Ｑ.家庭で出た建材などの木
材は何ごみ？

Ａ．袋に入る大きさの物は固
形燃料ごみになります。
　袋に入らない物は粗大ごみ
になりますので、処理券の購
入と申し込みが必要です。

１２月号

ありがとうございます

笠島 豊さん
（ふるさと納税）金３万円

和田 繁夫さん
（ふるさと納税）

金１万５千円

山岡 健二さん
（ふるさと納税）金１万円

鈴木 秀一さん　
（ふるさと納税）金１０万円

寄 付

ごみＱ＆Ａ

 く
ら
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

源
泉
所
得
税
・
復
興
特

別
所
得
税
の
納
付
期
限

　
納
期
の
特
例
の
適
用
を
受
け

た
方
の
、
７
月
か
ら
　
月
ま
で

１２

に
源
泉
徴
収
を
し
た
所
得
税
及

び
復
興
特
別
所
得
税
の
納
付
期

限
は
平
成
　
年
１
月
　
日
鰹水 
で
す
。

２８

２０

　
忘
れ
ず
に
次
の
方
法
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
方
法
　

虚
金
融
機
関
（
郵
便
局
、
銀
行
、

信
用
金
庫
）、
ま
た
は
富
良
野
税

務
署
の
窓
口
で
、
現
金
に
納
付

書
を
添
え
て
納
付
す
る

許
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
な
ど
を
利

用
し
て
電
子
納
税
す
る
（
利
用

に
は
事
前
に
税
務
署
へ
届
出
が

必
要
で
す
。）

鰹問 
富
良
野
税
務
署

拶
２
２
‐
２
１
４
４

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

借
金
お
悩
み
電
話
相
談

　
借
金
に
関
す
る
悩
み
を
電
話

で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
旭
川

弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
が
対
応

し
ま
す
。
（
相
談
無
料
）

期
　
間
　
　
月
　
日
鰹水 
～
　
日
鰹金 

１２

１６

１８

　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
６
時

１０

鰹問 
旭
川
弁
護
士
会

拶
０
１
６
６
‐
５
１
‐
９
５
２
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請

を
受
け
付
け
し
て
い
ま
す

　
平
成
　
年
度
臨
時
福
祉
給
付

27

金
の
申
請
を
受
け
付
け
し
て
い

ま
す
。
支
給
対
象
予
定
者
に
は
、

制
度
の
案
内
と
申
請
書
を
　
月
１０

に
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
期

間
内
に
申
請
書
な
ど
を
窓
口
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限
　
平
成
　
年
１
月
　
日
鰹金 

２８

１５

申
請
窓
口
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
、
山
部
・
東
山
支
所

鰹問 
福
祉
支
援
課

拶
３
９
‐
２
２
１
１

 催
　
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

特
別
支
援
教
育
講
演
会

　
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
子
ど
も
の
特
性
を
理
解
す

る
こ
と
に
よ
り
、
成
長
過
程
に

合
わ
せ
た
支
援
方
法
を
学
び
ま

す
。
ま
た
、
親
子
の
関
わ
り
合

い
を
通
じ
た
家
庭
教
育
に
関
す

る
知
識
や
理
解
を
深
め
ま
す
。

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹土 

１２

１２

　
　
　
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

講
　
演
　
お
や
こ
育
ち
～
た
の

し
く
子
育
て
　
と
も
に
成
長
～

講
　
師
　
二
宮
 信
一
さ
ん
（
道

教
育
大
学
釧
路
校
准
教
授
）

申
込
み
　
　
月
９
日
鰹水 
ま
で
に
、

12

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
メ
ー

ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

朝朝日日ヶヶ丘丘公公園園
歩歩くくススキキーーココーースス

利用期間　

３月３１日鰹木 まで
利用料金　無料

鰹問 社会教育課　拶３９‐２３１８

寄寄附附禁禁止止ののルルーールルをを守守りりままししょょうう
　政治家が選挙区内の人に、お歳暮・お年賀や卒業・入

学祝など、お金や物を贈ることは、法律で禁止されてい

ます。また、有権者が寄附を求めることも禁止されてい

ます。寄附禁止のルールを守り、明るくきれいな選挙を

実現しましょう。

　贈らない！求めない！受け取らない！「三ない運動」

を徹底しましょう。

贈らない！

求めない！

受け取らない！

　　　　　　　　鰹問 選挙管理委員会　拶３９‐２３２４
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 募
　
集

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
市
職
員
　
　

　
　
　
　
  採
用
試
験

◆
平
成
　
年
４
月
１
日
採
用

２８

●
教
育
職
（
看
護
教
員
）【
１
人
】

受
験
資
格
　
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
。

虚
保
健
師
、
助
産
師
ま
た
は
看

護
師
と
し
て
看
護
専
門
分
野
の

一
業
務
に
３
年
以
上
従
事
し
た

方
で
、
大
学
に
お
い
て
教
育
に

関
す
る
科
目
を
履
修
し
た
方
。

許
保
健
師
、
助
産
師
ま
た
は
看

護
師
と
し
て
５
年
以
上
業
務
に

従
事
し
た
方
で
、
看
護
専
任
教

員
と
し
て
必
要
な
研
修
を
受
け
た
方
。

受
験
資
格
年
齢
　
昭
和
　
年
4

３９

月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
。

試
験
日
時
な
ど
　
応
募
者
に
連

絡
し
ま
す
。
（
２
月
上
旬
予
定
）

居
住
要
件
　
採
用
後
、
市
内
に

居
住
が
可
能
な
方

受
験
手
続
き
　
総
務
課
（
市
役

所
１
階
）
に
あ
る
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受
付
期
間
　
　
月
　
日
鰹火 
か
ら

１２

２２

平
成
　
年
１
月
　
日
鰹金 
ま
で
の

２８

２２

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

（
土
日
・
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
）

※
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
、

平
成
　
年
１
月
　
日
鰹金 
必
着
。

２８

２２

※
試
験
内
容
な
ど
、
く
わ
し
く

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鰹問 
総
務
課
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
０
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

緑
峰
高
校
農
業
特
別

　
専
攻
科
生
徒
募
集

　
自
家
の
農
業
に
従
事
し
な
が

ら
専
門
的
知
識
と
技
術
を
学
び

た
い
方
を
募
集
し
ま
す
。
年
齢

や
性
別
に
関
係
な
く
出
願
で
き
ま
す
。

修
業
年
数
　
２
年
間

募
集
人
員
　
　
人
２０

受
付
期
間
　
平
成
　
年
１
月
　

２８

１３

日
鰹水 
午
前
９
時
～
１
月
　
日
鰹金 

２２

正
午
（
土
日
を
除
き
ま
す
）

受
検
日
時
　
１
月
　
日
鰹月 

２５

　
　
　
　
　
午
前
９
時

受
検
会
場
　
緑
峰
高
校

受
検
内
容
　
作
文
、
面
接

合
格
発
表
　
２
月
１
日
鰹月 

　
　
　
　
　
午
前
９
時

※
合
格
者
が
定
員
に
満
た
な
い

場
合
は
、
２
次
募
集
を
行
い
ま
す
。

※
願
書
な
ど
は
直
接
緑
峰
高
校

へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

鰹問 
富
良
野
緑
峰
高
校

拶
２
２
‐
２
５
９
４

広告広告

　人口減少社会における現状を認識し、今後人口減少社会における現状を認識し、今後のの

地域づくりをどう進めていくか、地方を元気地域づくりをどう進めていくか、地方を元気にに

するために何をすべきか考えますするために何をすべきか考えます。。

と　き　１２月１７日鰹木   午後６時３０分～８時３０分
ところ　文化会館大会議室

講　師　東京大学大学院教育学研究科
　　　　教授　牧野 篤さん

参加料　無料

申込み　事前に電話で申し込みください。

申込み／問合せ　企画振興課　拶３９‐２３０４

まちづくり講演まちづくり講演会会

人人口減少社会と地方創口減少社会と地方創生生

死g
a
k
u
m
u
@
c
ity
.fu
ra
n
o
.h
o

k
k
a
id
o
.jp

思
２
３
‐
３
５
２
８

※
参
加
申
込
票
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

鰹問 
学
校
教
育
課

拶
３
９
‐
２
３
２
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ふ
ら
の
観
光
ア
カ
デ
ミ
ー
２
０
１
５

外
国
人
観
光
客
  　
　

　
  受
入
語
学
研
修
会

　
外
国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ

の
た
め
に
必
要
な
お
も
て
な
し

や
文
化
、
習
慣
の
違
い
、
語
学

な
ど
を
研
修
し
ま
す
。

●
中
国
語
・
韓
国
語

虚
　
月
３
日
鰹木 
、
許
　
日
鰹木 
、

１２

１０

距
　
日
鰹木 
　
　
　
　
　
　
　

１７
※
い
ず
れ
か
１
日
だ
け
の
受
講

も
可
能
で
す
。

と
　
き
　
午
後
2
時
～
３
時

と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

受
講
料
　
無
料

定
　
員
　
各
　
人
２０

申
込
み
　
各
回
前
日
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
商
工
観
光
課

　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
１
２
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函
館
の
い
さ
り
灯
露
の
な
か
に
か
な

手
代
　
満
恵

焼
き
芋
の
売
り
声
ひ
び
く
街
の
夕
　
　

青
田
　
博
子

霧
の
音
小
さ
く
聞
こ
え
し
草
の
道

　
　
　
　
　
保
田
　
貞
子

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
海
凪
と
な
る
神
の
留
守

篠
田
　
　
瞳

工
事
場
の
語
気
も
き
び
し
く
日
の
短
か

相
澤
か
を
り

ポ
ン
と
乗
る
猫
の
ぬ
く
も
り
漱
石
忌

東
　
　
弘
子

本
当
に
神
は
居
る
か
と
稚
児
は

濁
り
な
き
瞳
で
わ
れ
を
見
る
な
り
　
 古
東
　
悦
子

ブ
ル
ベ
リ
ー
に
か
ら
み
し
葡
萄
一
房
の

彼
方
真
澄
む
も
秋
空
深
し
　
　
　
　
三
上
　
和
子

神
は
な
ぜ
試
練
を
与
え
論
す
の
か

あ
た
し
の
こ
こ
ろ
揺
さ
ぶ
る
つ
も
り
　
中
嶋
　
美
由

い
く
た
び
も
死
を
は
ね
の
け
し
君
な
れ
ば

命
燃
や
せ
よ
尊
き
ひ
び
を
　
　
　
　
 太
田
　
瞠
子

秋
澄
み
て
剪
定
終
え
し
生
垣
に

雀
は
群
れ
て
餌
を
つ
ま
み
を
り
　
　
 小
野
　
　
久

広報ふらのは再生紙を使用しています

ままちちのの知知っっ得得情情報報満満載載！！

■行政情報番組「ラジオ広報ふらの」
　毎週　月曜日～金曜日　午後６時～６時５分放送

市市政政をを分分かかりりややすすくく解解説説！！

■まちづくり情報番組「元気ハツラツ！まちづくり」
　１２月２６日鰹土 　午前１０時～１０時４５分放送今月のラジオ広報

広報ふらの  平成27年１2月号  №65１

■発行/富良野市（〒076-8555 富良野市弥生町1番1号）　■編集/総務部企画振興課広聴広報係　雑 ３９-２３０４　鯖 ２３-２１２１

■ウェブ http://www.city.furano.hokkaido.jp/　　　　　■次号/お知らせ版１２月号は１２月１０日発行・広報ふらの１月号は１２月２４日発行

災害時にも対応

災害時には、市とラ

ジオふらのとの協

定により災害情報

が流されます。

▼ 今月の表紙を飾った五条通り商店会ハロウィーン
パーティー。仮装コンテストの会場となったタマリー
バには、オバケに変身した子どもたちが押し寄せまし
た。オバケで埋め尽くされた会場は、ミステリアスな
世界が広がり、子どもたちに負けじと大人もコスプレ
で来場する方も現れ、イベントは大盛況でした。来年
の取材では、私も仮装して臨むかな！（む）

ルゥ（４歳）

佐藤さん家のアイドル

愛しのペットが結ぶ「癒しのワ」。
いや

次はあなたのところへ餌

＝今月のリレーは＝

鴇田  貴  大  さんから ▼  佐藤 悦子 さんへ
たか ひろ

＝来月は＝

佐藤 悦子 さんから　 ▼ 稲木 早苗 さんへ

◆
愛
犬
家
も
大
迷
惑
！
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
◆

　細マッチョで活発な

ルゥは、毎晩佐藤さんの

手作り料理に舌鼓。可愛

がってくれるお隣のおば

さんが大好きで、一人で

よく遊びに行くルゥは手

紙を渡してくれたりと、

お遣いもできるんですよ。

▼初めて山部でハロウィンカクテルパーティー
を開催した山部Wallsを取材させていただきまし
た。お話を聞いていて、いろいろな職業の若い人
たちが、同じ目標や夢に向かって頑張っているこ
とは素晴らしいなあとつくづく感じました。いろ
いろな形で活動する人や団体のみなさん、イベン
トなどでまちを盛り上げていきましょう。（ほ）


